
デデリエ洞窟で発見された

ネアンデルタール幼児の復元像

人口 と世帯

人口

男

女

世帯

主な内容

あなたの子育てを応援します

ファミリー・サポート・センター

意欲ある農業者を応援します

農業経営改善支援センタ ー

地域に密着した防災活動を担う

わが街の消防団　　　　　 ④

情報チャンネル　　　　　⑥

板倉 鼎「肖像」

教
育
委
員
会
で
は
、
松
戸
に
ゆ
か
り
の
深
い
美
術
作
品
に
つ
い
て
調
査

を
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
収
蔵
し
た
作
品
を
、
平
成
八
年
度
、

市
立
博
物
館
で
初
め
て
展
示
公
開
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
戸
定
歴
史
館
が
所
蔵
す
る
松
戸
徳
川
家
伝
来
の
美
術
品
を
併

せ
、
十
二
人
の
作
家
に
よ
る
四
十
二
点
の
絵
画
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

松戸にゆかりの美術品を公開

松戸市所蔵美術品展

出品作家

〈日本画〉

立原杏所

岸　竹堂

<洋画〉

高橋由‐

松岡　壽

高橋勝蔵

和田三造

田中寅三

板倉　鼎

石井柏亭

和田香苗

長田国夫

土屋幸夫

会　 場　戸定歴史館( 容３６２-２０５０番)

(松戸駅東口から徒歩10 分 左下図)

時　 間　午前9 時３０分～午後５時

(入館は午後４時30 分まで)

休館日　毎週月曜日

(ただし11 月３日吩･２４日㈱は開館、

１１月４日脚 は休館)

観覧料　一般６０円(５０円) 、高･ 大学生40 円

(３０円)、小･ 中学生20 円(15 円)

※(　)内は２０人以上の団体料金

※第2･ ４土曜日は小･中学生無料

問い合わせ

社会教育課( 美術館準備室)

S366-7463 番

人類進化の謎に迫る
１９９３年、日本・シリア合同調査隊によって発掘調査が続けられていたシリ

アのデデリエ洞窟から、約１０万年前の人類化石ネアンデルタール人の幼児骨が

ほぼ完全な形で発掘されました。

ネアンデルタール人の復活点では、発掘された幼児の骨格（約200点）を現代

のハイテク技術を駆使して組み立て、科学的に復元した方法や、その研究成果

を公開し、人類の誕生と進化の謎にダイナミックに迫ります。

記念講演会

｢ネアンデルタール人との出会い

～デデリエ洞窟の発掘から～｣

１１月９日(日)午後1 時30 分～３時

会場市立博物館講堂　 講師デデリエ 洞

窟発掘日本・シリア合同調査隊長／国

際日本文化研究センター教授・赤澤威

氏　 定員８０人( 抽選)　 費 用無料

申し込み10 月31 日窗〔必 着〕まで に、

往復ハガキに住所・氏名・電話番号を

記入して、〒２７０－２２松戸市干駄堀

６７１市立博物館｢ 巡回展記念講演会｣

係(S384-8272 番) へ

巡回展 ネアンデルタール人の復活

デデリエ洞窟から見る死海地溝、アフリンの谷

会場案内図 一市立博物館－市立博物館 J企画展示室会場

時間
休館日

主な

展示

観覧

料
問い合

わせ

午前9 時30 分～午後5 時( 入館 は午後4 時30 分まで)

毎週月曜日、毎月第4 金曜日

(ただし11月３日蝎・24 日㈱は開館、11月４日㈹･25 日(火)は休館)

①デデリエ洞窟とネアンデルタール幼児

(2)人類の誕生 と進化、移住・拡散

(3)ネアンデルタール人とは

(4)デデリエ・ネアンデルタール幼児の復活

一般300 円(240 円) 高・大学生150 円(100 円) 小・中学生

100 円(60 円)(　) 内は20 人以上の団体料金

※第2 ・4 土曜日は小・中学生無料

市立博物館S384 － 81 81 番



あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は

ま

つ
ど
フ

ァ
ミ
リ

ー
・
サ

ポ

ー

ト

ー
セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
援
助
を
行

い
た
い
人
と
育
児
援
助
を
受
け
た
い

人
か
ら
な
る
相
互
援
助
活
動
に
よ
る

会
員
組
織
で
す
（
図
１
）
。

セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
、
提
供
会
員

と
利
用
会
員
の
申
請
内
容
に
沿
っ
て

相
互
援
助
活
動
の
斡
旋

・
調
整
を
し

ま
す
。

「
残
業
が
予
定
さ
れ
、
保
育
所
へ

の
迎
え
が
間
に
合
わ
な
い
」
、
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
し
た
い
け
れ
ど
も
下
の
子

ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
」
な
ど
、
子
育

て
の
悩
み
を
持
つ
人
と
、
子
育
て
も

一
段
落
し
地
域
で
人
の
役
に
立
ち
た

い
と
考
え
て

い
る
人
が
、
お
互
い
に

助
け
合

い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
、
会
員
問
の
橋
渡
し
を

し
ま
す
。

相互援助の会員組織図図1提
供

会

員

育
児
援
助
活
動
に
理
解
と
熱
意
が

あ
り
健
康
な
市
内
在
住
の
人
、
特
に

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

入
会
に
際
し
、
活
動
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
身

に
付
け
る
た
め
に
、

研
修
会
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

利
用

会

員

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で
、
原
則

と
し
て
生
後
六
ヵ
月
以
上
十
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
こ
と
。

入
会
に
際
し
、
説
明
会
に
参
加
し

て

い
た
だ
き
ま
す
。

援
助

活

動
の

内

容

援
助
活
動

の
内

容
は
表
Ｉ

、
会

費
・
報
酬
等
の
基
準
は
表
２
の
と
お

会費・報酬の基準表2

活
動
に
必
要
な
技
術
や
知

識
を
身
に
付
け
る
た
め
、
研

修
会
に
参
加
す
る
提
供
会
員

表1　 援助活動の内容

保育所( 園)、幼稚園､小学校､ 学童保育所の

1. 開始時間まで、預かります。

2. 終了時間後、預かります。

3. 施設までの送迎を行います。

保育施設等の休日その他の事由がある場合、

臨時的に終日預かります。

そのほか､仕事と育児の両立等のために必要

な援助を行います。

り
で

す
。
活

動
中

の
事
故

に
備
え

て

、

セ

ン
タ

ー
の
負

担
で

フ

ァ
ミ
リ

ー

・

サ

ポ
ー
ト

ー
セ

ン

タ
ー
補

償
保
険

に

加
入
し

て

い
ま
す

。

第

二
回

の
提

供
会
員

の
募

集

に
つ

い
て
は
、
平

成
1
0
年
１

月
1
8
日

㈲
か

ら

、
入

会

説

明

会

、
基

礎

研

修

会

、

交

流
会
、

事
例
研

究

会
を
順

次

開
催

す

る
予

定
で
す

。

な
お
、
利
坩

会
員

に

つ
い
て

は
、
毎

月
第

三
火

曜
日

の
午

後
に
入

会

説
明

会

を
開
催

し

て
、
随

時
受

け
付

け
を

し

て

い
ま

す
。

鬩
ま

つ

ど

フ

ァ

ミ

リ

ー

・

サ

ポ

ー

ト

ー
セ

ン
タ

ー

登
3
3
0
・
2
9
4
1

番

（
月

曜

か

ら
土

曜

日

、

午
前

９

時

か

ら
午

後
５

時
）

入 会金 無　　　 料

会　 費 1, 200 円（年額）

報
酬
の

基
準

月曜日から金曜日までの

午前6時から午後10 時

1時間当たり

ワ00円

土･日曜日、祝日および年末年

始と上記以外の時間帯

1時間当たり

900 円

※2人以上を預ける 場合 、2人目以 降は半額です。

※交通費、食事（ミルク）・おやつ・おむつ代は

実費となります。

※会費は利用会員・提供会員とも必要です。

乳幼児健康支援デイサービス事業
戸
定
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

戸
定
邸
で
生
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

庭園を眺めながら音楽が楽しめます

Ｈ一
月
９
日
㈲
午
後
２
時
～
３
時

会

場
戸
定
邸
客
間

曲
目
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作

曲
「
管
弦
四
重
奏
曲
第
一
番
」
、
ロ
マ

ノ
フ
ス
キ
ー
作
曲
「
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
た
め
の
三

重
奏
曲
」
ほ
か
　
演
奏
森
川
室
内
楽
団

定
員
先
着
五
十
人
　

費
用
無
料
（
戸
定

邸
の
入
館
料
の
み
必
要
）

匣
電
話
で
戸
定
歴
史
館
公
3
6
2
・
2
0
5

0
番
へ

そんなときひよこ保育園が働くあなたを支えます
ｺ 事業内容

病気回復期にあって､ 集団保育や家庭における保育が困難な乳

幼児を対象に、一時的に保育を行う事業です。

対 象( 病気回復期にあり、次のいずれかに該当する乳幼児)

①市内に住所があるか市内の保育所(園)に入所している

②生後5ﾜ 日目から就学前日までの年齢にある

③病気回復期のために集団保育や家庭保育が困難である

ブ実施施設　八柱乳幼児健康支援デイサービスひよこ保育園

(松戸市日暮1のﾜの2　S387-83 引 番)

保育時間　平　日＝午前8時～午後6 時

土曜日＝午前8時～午後O 時30 分

休 園 日　日曜日、祝日 、年末年始(12 月29 日～1 月３日)

あ
な
た
の
健
康

健
や
か
に
年
を
取
る
た
め
に

年
を
取

る
と

全
身

の
衰
え

が
目

立

っ
て

き
ま
す

。
仕

事
を

す
る
と

疲

れ

や
す

い
、
風
邪

を
ひ

き
や
す

い
、
胃

腸
を
こ

わ
し

や
す

い
、
腰

や
ひ

ざ
を
痛

め
や
す

い
、
骨

折
し

や
す

い
な
ど

を
自

覚
す

る
よ
う
に

な
り

、
そ

れ
ら
が

な
か
な

か
治
り

に
く
く

な
り
ま

す

。
外

見

上
で

は

白

髪

に
な

っ
た
り

髪
が
薄

く
な

っ

た
り

、
皮
膚

に
し

わ
や
し

み

が
現

れ
た
り

し
ま

す
。
こ

の
よ

う
な
体

の

変

化

を

老

化

現

象

と

い

い
ま

す
。老

化

は

、
あ
ら

ゆ
る
生

物

が
成

熟
期

を
過

ぎ
る
と

臓
器
を

構
成
す

る
細

胞
数

の
減
少

と
細
胞

の
機
能

低

下

で
、
全

身
的

に
機
能

が
次
第

に
衰
え

て
働

き

が
悪

く

な
り
、
体

全
体

が
衰
え

て
く

る
現

象

で
す

。

従

っ
て

老

化

は

宿
命

で

あ

っ

て
、

病
気

で
は

あ
り
ま
せ

ん

。
し

か
し
、

老

化

が
病

気

を

引

き

起

こ

し

た

り
、

逆
に

病
気

が
老
化
を

早

め
る

こ
と

は
あ
り

ま
す

。

体
は
衰
え
て
も
知
識
は
豊
か
に

老
化
の
原
因
は
ま
だ
完
全
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
生

活
環
境

・
食

べ
過

ぎ
・
ス
ト

レ

ス
・
運
動
不
足
な
ど
が
老
化
を
促

進

さ
せ

る
と
考
え
ら

れ
て

い
ま

す
。
使
わ
な
い
器
官
は
早
ぐ
衰
え

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
適
度

な
活
動
を
続
け
れ
ば
、
不
自
然
な

老
化
を
防
ぐ
の
に
効
果
が
あ
る
こ

と
は
確
か
で
す
。

老
化
に
は
体
の
働
き
が
衰
え
る

生
理
的

老
化

と
、
心

の
働

き

が
衰

え

る
精

神
的

老
化

が
あ
り

ま
す

。

生
理

的
老
化

は
中
年

を
過

ぎ

る
こ

ろ
か

ら
起
こ

り
、
年

を
取

る
に

従

っ
て
体

の
機

能
は
低

下
し

ま
す

。

し
か
し

、
心

の
働

き
は
年

と
と

も

に
衰
え

る
も

の
で

は
な

く
、
数

字

と
か

無
意
味

な
こ

と
な

ど
を
暗

記

す

る
能
力

は
低
下
し

ま

す

が
、
価

値

の
あ

る
記

憶

は
持
ち

続
け

、
物

事
を

総
合
的

に
判
断

す

る
能
力

は

深
ま

り
、
「
年
寄

り
の
知

恵
」
が
豊

か
に

な
り
ま

す

。
従

っ
て
老
年

期

を
積

極
的

に
生

き
よ
う

と
す

る
人

は
、

衰
え

た
機
能

を
衰
え

な

い
機

能

で

補
う

こ

と

が

で

き
ま

す

が

、

そ
う

で
な

い
人

は
病
気

や
精

神

的

シ

ョ
ッ

ク
が
き

っ
か
け

で
急

激
に

精

神

的
老
化

が
進
み
、

最
悪

の
場

合

は
ボ

ケ
に
つ

な
が
り

ま
す

。

老
年
期
の
健
康
は
正
し
い
生
活

習
慣
か
ら

成

人
病

は
老
化

を
自

覚
し

な

い

四

十
歳
こ

ろ
か

ら
始
ま

り

、
が

ん

に

つ

い
て

は
諸

説

あ

る
も

の
の

、

脳

卒
中

・
心
臓

病
な

ど
は
若

い
と

き

か
ら

の
食
事

・
嗜
好

品

・
生
活

環

境
な

ど
生
活

習
慣

が
大

い
に
関

係
し

て

き
ま
す

。

老

年
期

の
健

康
は
日

常
生

活

の

総

決
算

と
し
て

決
ま

る
も

の
で
す

か
ら
、

健
や

か
な
老

後
を
過

ご
す

に

は
若

い
と

き
か
ら

の
生
活

管
理

が
重
要

で
す

。（
松

戸
市

医

師
会

）

指

名

手

配

被

疑

者

の

逮

捕

に

ご

協

力

を

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け
た
な
ど
、
指
名
手
配
被
疑
者

に
関
す
る
情
報
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

麺

松
戸
警
察
署

登
3
6
9
・
0
1
1
0

番

・
松
戸
東
警
察
署

昔
匐
・
0
1
1
0

番

1
0
月
か
ら
活
動
開
始

費　　用　松戸市民＝4時間以内1,200円､以降1時間につき300円

市外の人＝4時間以内1,800円､以降1時間につき450円

手 続 き　利用される人はひよこ保育園に事前に問い合わせをし、申請してください。

､･問い合わせ 保育課管理係

「
今
日
は
よ
く
ミ
ル
ク
を
飲
み
ま
し
た
よ
」

提
供
会
員
は
利
用

会
員
に
お
子
さ
ん
の
様
子
を
細
か
く
伝
え
、
互
い

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
音
児
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

市では、育児の援助を 受けたい人「利用会員」と、育児の援助を 行いた

い人「提供会員」との相互援助活動による会員組織「まつどフ ァミ リー・

サポート・センター」を設立。 10月1日から活動を開始しました。

まつどファミ リー・サポート・センターでは、安心し て子育てができる

よう、あなたの仕事と子育ての両立を 応援し ます。



経営改善を目指す

意欲ある農業者を応援します

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

市
で
は
、
規
模
拡
大
や
経
営
管
理

の
合
理
化
な
ど
経
営
改
善
を
目
指
す

意
欲
あ
る
農
業
者
を
対
象
に
、
相
談

業
務
や
客
種

支
援
活
動
を
展
開
す
る

「
松
戸
市
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
Ｊ
Ａ
松
戸
市
経
済
セ
ン
タ

ー
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
、

規
模
拡
大
や
法
人
化
、
制
度
資
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど
農
業
経
営
改
善
全

般
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
開
設
、
市

や
農
業
委
員
会
、
農
業
協
同
組
合
、

川井敏久

農

業
共

済
組

合
お

よ
び

農
業
改

良
普

及

セ
ン

タ

ー
で
構

成
さ

れ
る
相

談
支

援

チ

ー
ム
に

よ

る
農
業
（
経

営
）
者

の

幅

広

い
相
談

ニ

ー
ズ
へ

の
適
切

な
対

応

な
ど

、
意

欲
あ

る
農

業
者

の
経
営

改

善
計
画

を

応
援
し

ま
す

。

な
お

、
同

支
援

セ
ン

タ

ー
の
相
談

窓

口

の
ほ
か

、
関

係
機

関
で
も

職
員

が
相
談

に
応

じ
ま

す
の

で
気
軽

に

ご

利

用
ぐ

だ
さ

い
。

鵞

農
政
課

登
3
6
6・
7
3
2
8

番

気 軽 にご 利 用く ださ い

認 定 言 業 者 刮 目､1

経営規模の拡大や集約化、複合化 などによって魅

力ある経営づくりを目指 す意欲ある者を市町村が認

定し、関係機関が一丸となって応援します。

認定を 受 ける ための 要件

次の要件 をすべて満 たしてい れば、市が農業経営改

善計画 を認定します。

①市が定める｢農業基本構想｣ の経営才附票が水準以上

②目標 を達成することヵq直実であると見込 まれる

③農用地の効率的 ・総合的な利用を図る内容 となっ

ていること

認 定を受 け た場合 のメ リッ ト

制度上措置されているものでも次のものがあります。

①農用地の利用集積の支援( 農業委員会が利用関係

を支援)

②税制上の4訝 凵 農業用機械 ・施設等の割増ｲ賞却、

一定の規模拡大 をすれば割増f賞却が可能)

③融資面の配慮( 各種制度資金等の優先貸付)

(μ 刑彦等の実施( 経営改善 のためのノウハウの蓄積)

松戸の新名所

暑
い
夏
が
終
わ
り

、
過
ご
し

や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

秋
と

い
え

ば
、
芸
術
の
秋
・
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
・
読
書
の
秋
・
食
欲

の
秋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
秋
を
連

想
さ
せ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
行
事

が
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
か
ら

ご
招
待
を
い
た
だ
き
、
た

い
へ
んコ スモス祭りでフラワーボランティアの皆さ んと

国分川　川づくりワークショップ参加者募集
みんなの知恵で川づくり

う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か

し

、
時
間
の
都
合
で
す
べ
て
の
お

誘

い
に
こ

た
え

る
こ
と

が
で
き

ず
、
や
む
を
得
ず
お
断
り
す
る
こ

と
も
あ
り
、
心
苦
し

い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

の
紙
面
を
借

り
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

1
0月
４

囗
・
５
囗
は
、
松
戸
駅

周
辺
を
中
心
に

「
松
戸
ま

つ
り
」

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
1
0月
1
0日
の
体
育
の

囗
に
は
、
秋
晴
れ
の
下
、
各
地
区
で

市
民
運
動
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
で
四
十
九
回
目
と

な
る
「
松
戸
市
文
化
祭
」
が
、
市

内
各
地
域
を
会
場
と
し
て
現
在
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
江
戸
川
の
河
川
敷
で
は

「
コ

ス
モ

ス
祭
り
」

が
1
0月
1
1日

に
、
「
見

つ
け
よ
う
松
戸
・ｍ
コ
ス

期間平成9年11月下旬～

ワ ー クシ ョ ッ プ

平成10 年9月下旬の第2・

∠L土曜日のうち∠L回程度

時間 午前10 時から( 約3 、

4時間程度)

対象 市内在住または在勤

で、川に関心がある人

定員10 人程度(応募者多数の場合、書類選考)

口申し込み11 月４日脚〔消印有効〕までに汀川づくリ｣ に

関する小論文(400 字程度)を書いて、干271 松戸市根本

387 の5 松戸市役所河川課｢ 国分川 川づ＜リ｣ ワーク

ショップ係へ

市 では国 分川の獅子舞橋から黎明橋

区間（約1.2km) を改修し 、「多自然型の

川づくり」を する計画を進めています。

この改修に当たり 、国 分川の将来像

を 、地域の人々や川 に関 心がある皆さ

んとワー クショップ（現場を調 査した

り 、話し合ったりして楽しく 考え る場）

を 通じ て一緒に考え 、より良 い「川づ

く り」を目指していきた いと考えてい

ます。

ワークショップに 参加し て、国分川

について考えてみませんか。

モ
ス
」

が
1
8囗
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
多
数
の
方
が
出
か

け
ら
れ
、
き
れ
い
に
咲
き
そ
ろ
っ

た
コ
ス
モ
ス
を
眺
め
た
り
、
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
ま
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
は
、
６
月

の
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
終
了

後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
夏
の
暑
い
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
川
松
戸

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
実
行
委
員
会
や

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
っ
て
コ
ス
モ
ス
畑
の
草
刈
り

が
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
人
た
ち

に
よ
り
育
て
ら

れ
て

き
ま
し

た
。

日
ご
ろ
か
ら
の
協
力
に
対
し
、
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
い
コ
ス
モ
ス
は
順
調
に
成
育

し
、
ま
た
、
栽
培
面
積
を
広
く
し

成人講座
私たち一人 ひとりが偏見という 鎧を 脱いで、しなやかで自由 な心を 取り戻し 、

真に豊 かな 社会を 創造するた めに 学びあ う講座です。

2
1世
紀
は
人
権
の
時
代

人
権
を
学
ぶ

と
も
に
幸
せ
を
も
と
め
て
（
全
七
回
）

日　　時 内　　　容 講　　師

11/7窗

午後1B§30分～3時30分

オリエンテーション

～人権をめぐつで～

フリーランスライター
北村年子氏

1頓

午前10時～正午

女性問題＆男性問題

～男だから 、女だからの
息苦しさを超えて～

立教大学講師

長谷幸江氏

21窗

午後1時30分～3時30分

子どもと人権

～いじめの根つ子にあるもの～

フリーランスライター

北村年子氏

28銜

午後1時30分～3時30分

なおつづく部落差別

～部落の中の女性として～

千葉県人権啓発センター

吉川アイ氏

12/5c

午後 塒30 分～3時30分

私の生きてきた道

～障害を個性として～
中村美津枝氏

12銜

午後1時30分～3時30分
エイズと人権

日Ｖと人権･ 情報センター

五島真理為氏

1紜

午後1時30分～3時30分

まとめ

～ともに幸せを求めて～

フリーランスライター

北村年子氏

た
こ
と
も
あ
り
、
百
万
本
と
も

い

わ
れ
る
色
鮮
や
か
な
花
が
今
も
咲

き
誇

っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上

げ
ら

れ
、
コ
ス
モ
ス
畑
は
二
年
目

に
し
て
松
戸
の
新
名
所
と
な
り
ま

し
た
。

私
は
、
江
戸
川
の
河
川
敷
が
市

民
に
も
っ
と
親
し
ま

れ
る
場
所
に

な
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
、
コ
ス
モ

ス
畑
に
整
備
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

来
年
は
、
自
然
を
生
か
し
水
に

親
し
め
る
流
水
保
全
水
路
も
完
成

し
、
コ
ス
モ
ス
畑
が
さ
ら
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
、
市
民
の
憩

い

の
場
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て

い

ま
す
。

コ
ス
モ
ス
畑
に
は
既
に
、
レ
ン

会場 稔台市民センター(新京成線稔台駅から徒歩2分) 二対象 成人男女

定員先着40人　　 保育 原則2歳以上の幼児8人まで　　費用無料

申し込み電話で矢切公民館≫368-1214 番へ(月曜休館)

ゲ
の
若
芽
が
発
芽
し
て

い
ま
す

。

来
年
の
春
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
や
さ
し
く
見

守
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
９
月
末

現
在
四
百
一
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ

莇
・
2
3
0
1

番

一人ひとりが

自分らしく生きるために

黷女性センターゆうまつど

登364 －8778 番

「

ク

ロ

ー
ズ

ア

ッ

プ
女

と
男

」

は
今

回
で
終

了
し

ま
す

。
そ
こ

で

最
終

回
は

、
こ

れ
ま
で

の
連
載

を

通
じ

て
浮

か
び
上

が

っ
て
き
た

ポ

イ
ン

ト
を
整

理
し

て
み
ま

す
。

一
つ
は

、
日
常

的
な

細
々
と
し

た
行

動

や
意

義
を
点

検
し

て
み

る

と
、

ず

い
ぶ
ん
た

く
さ

ん
の

「
女

ら
し

さ

・
男

ら
し

さ
」

に
縛
ら

れ

て

い
る
と

い
う
こ

と
で

す
。
男
女

平
等

が
理

念
と
し

て
語

ら
れ
、
法

制
度

の
整
備

が
進

ん
だ

と

い
っ
て

も
、

私
た
ち

の
社
会

は

、
そ

れ
以

前
の
名
残
り
を
随
所
に
と
ど
め
て

い
ま

す

。
そ
の

「
ら
し

さ
」

の
呪

縛

か
ら
解

き
放

さ
れ
た

い
と
望

ん

で

い
る
人

が
女
性

だ
け

で
な
く

男

性

の
中
に

も
た
く

さ
ん

い
る
こ

と

が
、

こ

の
シ
リ

ー
ズ
へ

の
ご
意

見

な
ど

か
ら
分

か
り
ま

し

た
。

特

に
、

一
見
幸

せ
像

の
象
徴

と

さ
れ
る
よ
う
な
「
母
と
子
」
を
取

ひ

巻

ぐ
状
況

は

か
な
り

深
刻
で

あ

る
と

い
え

ま
す

。
シ
リ

ー
ズ

の
連

載

へ
の

ご
意

見
も

、
こ

の
テ

ー
マ

に
関

す

る
こ

と

が
一
番
多

く
見

ら

れ
ま

し
た

。
地
域

が
、
子

ど
も

た

ち
を

豊
か

に
育
む
場

と
し

て

の
力

を
回

復
す

る
た

め
の
手

だ
て

が
強

く
求

め
ら

れ
て

い
る
よ
う

で
す

。

同
時

に
父

親
で

あ
る
男

性

が
妻

と

真
剣

に
向

き
合

い
、
暮

ら
し

の
主

体
と

し
て
自

分

の
生
き

方
を
点

検

す

る
こ
と

を
求
め
て

い
る
の
で
す

。

こ
う

し
た
場

を

ど
う

し

た
ら

つ
く

る
こ

と

が
で
き

る
か
、
女

性
セ

ン

タ
ー
「

ゆ
う

ま

つ
ど
」

に
も
課

せ

ら

れ
た

テ
ー
マ
と
し

て

浮
か

び
上

が
っ
て
き
ま

し
た

。

市長室・発

二

つ
目

と
し

て
、
若

者

の
状
況

を
積

極
的

に
取

り
上

げ
て

き
た

の

は

、
少
し

で
も

差
別

の
な

い
社
会

を
未

来

ヘ
バ
ト

ン

タ
ッ
チ
し

た

い

と
い
う
願
い
か
ら
で
し
た
。
こ
の

連

載
を
通

じ
て

、
若

者

の
抱
え

る

状

況

は

、
大

人

社

会

の

「
建

前

」

と

「
本
音

」

の
す
き

間
を

つ

い
て

い
る
こ

と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、

そ

の
状
況

は
大
人

た
ち

が
い
か
に

人
権

を
粗
末

に
し

て
生

き

て

い
る
か
を

、
鏡

の
よ
う

に
写

し
出

し
た

と

い
え

ま
し

ょ
う

。

「
個
人

の
自

由
」

と
し

て
売
買

春

や
暴
力

を
容

認
し

、
人

間
と
し

て

の
権
利

が
守

ら

れ
て

い
な

い
状

況

に
無
関

心
で

い
る
社
会

、
そ

の

歪

み
を
拡

大
し

て
見

せ
て

く
れ

る

の
が
若
者

で
あ

り
、

彼
ら

の
問
題

は

私
た
ち

自
身

の
抱
え

る
問

題
で

あ

る
と

い
う
こ

と
で

す
。

そ
し
て

最
後

に
、
女

性

と
男
性

の
関
係
を
変
革
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
壮
大

な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

あ

る
と
再
認

識
し

ま
し

た
。

だ
れ
も

が
輝

い
て

生

き
る
こ

と

の
で
き

る

社

会
を

つ
く

る
た

め
の
身
近

な

一

歩

が
、
女

性

へ
の
差

別
と
男

性

の

抑

圧
を
取

り
除

ぐ
こ

と
で

は
な

い

で
し

ょ
う

か

。
こ

の
問
題

を
置

き

去

り
に
し

て
、

本
当

に
人

間

が
大

切

に
さ

れ
る
社

会
を

つ
く

る
こ
と

は
で
き
ま

せ

ん
。
そ
う

い
う

「
だ

れ
も

が
当

事

者
」

の
大
き

な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、
女

性

問
題

の

克

服
を
目

指
し

て

い
き
た

い
、
そ

ん
な

フ
ァ
イ
ト

が

わ

い
て

き
ま
し

た

。
皆

さ
ん

の
ご
感

想
を

お
待
ち

し

て

い
ま

す

。

クローズアップ
女と男

最終回



地域に密着した防災活動を担う

わが街の消防団

昨年、市内で発生した火災は158 件、そして、2度の台風接近と

4回の集中降雨がありました。

松戸市消防団は、被害を最小限に食い止めるために、地域に密着

した防災活動機関として、団員数611 人(条例定数640 人)1団本部･

10方面隊･36 分団が10 消防署と連携して活動しています。

地域を守る消防団の新しい力として、今年、女性消防団員が誕

生しました。最近の消防団の活動を紹介します。

[體消防局総務課庶務係Q363-1111 内線312 番

火災の発生を知るとすぐに現場に駆け付けます（夏期特別訓練大会から）

消

防

団

の

仕

事

火
災
の
現
場
で

消
防
団
員
は
、
消
防
署
か
ら
の
連

絡
な
ど
に
よ
り
火
災

発
生
を
知
る
と
、
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
付
け
ま
す
。
消
防
署

台
風
の
中
で

訓練でもホースを握る手に力 が入ります

員

と

と

も
に

、

消
火

作

業
に
直
接
当

た
る
ほ

か
、

後
方

支
援

と

し

て
付

近

の
交
通
整
理

や
、
飛
び
火

の
警
戒

、
被
災
者
の
介
護

な
ど
に
も
当
た
昨
手
子

。

火

災
等

の
災

害
活

動

の

ほ
か

、
火

災

予
防

運

動

や

防

災

訓

練

な

ど

、

地
域

の
防
火

・
防
災

に

活
躍
し

て

い
ま
す

。

昨
年

は
関
東
地
方
に
二
度

の
台
風

が
接
近
し
、
ま
た
、

前
線
の
通
過
に
伴
う
集
中
降
雨
が
四
回
あ
り
ま
し
た
。

毎年､流山市と合同の水防訓練を行っています

幸

い
大

き

な
被

害

は

あ
り
ま
せ

ん
で
し

た
が
、

大

規
模

な
場

合

は

主
要

河

川
で

水

防

の
た

め

の

警

戒

や
、
受

け

持

ち
区

域

の
巡

回

、
小

規

模

の

場

合
で

も

直
ぐ

に

出
動

で

き

る
よ
う

自

宅

に
待

機

す

る
な

ど

、
注

意

を

怠

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

台

風

が

去

っ
た

後

に

、

倒

れ
た

公

園

の
木

や
街

路

樹

を
片

付

け
た

り

も

し

ま
す

。

消防団の生い立ち

消防団の誕生は、江戸時代の町

火消にさかのぼります。明治時代

に町火消は、消防組と改称され、

消火活動等に従事することになり

ました。

その後消防組は、昭和初期に警

防団となり、終戦後、消防団令に

よって廃止され、新たに郷土愛護

の精神をもって水火災の予防・警

戒・鎮圧等に従事する消防団が組

織されることとなりました。

平成８年、市内の火災発生件数(158件)の内訳を月別

に見ると、1、2月と9月から12月までの6ヵ月間が６割強

(101件)でした。

また、時間別に見ると、夜間( 午後6時～午前6H寺)が

6割弱(92 件)。さらに、３時間ごとに見ると、午後６時

～９時ｶｾ7 件で最も多く発生しています。

(消防局・平成9年消防年報から)

時間帯別の火災発生状況

秋 から冬 に多く、

夜 に多い

火災の発生

月別の火災発生状況

女
性
消
防
団
の
誕
生

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
が
増
加
し
、
自
宅

と
職
場
の
分
離
が
進
み
、
今
ま
で
消

防
団
を
担
っ
て
い
た
農
家
や
自
営
業初めて制服に身を固め、緊張の面持ちで整列

消防団長から辞令が手渡されました

者

が
減
少
す

る

な
ど
、
団

員
の
確
保

が
難
し

く

な
っ
て
い
本

圃

そ
こ

で

、
地
域

の
防

火
・
防
災

の

た
め
に
活

勤
す
る
新
し

い
力
と
し

て
、

1
0月
１

日
に
女

性
消

防
団
員
三

十
人

が
任
命

さ

れ
ま
し

た
（
応
募

者
八
十

一
人

）
。
現
在

は
、

Ｈ
月

の
発

隊

式
に

向
け

て
研
修
・
訓

練
中

で
す

。

地
下

鉄
８

二

川
号

線

建
設

促

進

住

民

決
起

大

会

Ｈ
月
７
日
窗
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
墨
田
区
曵
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
　
内

容
地
下
鉄
1
1号
線
（
半
蔵
門
線
）
の

松
戸
ま
で
の
早
期
実
現
と
地
下
鉄
８

号
線
（
有
楽
町
線
）
建
設
促
進
の
た

め
、
松
戸
市
と
都
内
三
区
（
葛
飾
巫

甲
江
東
区
）
お
よ
び
千
葉
県
・
東
京

都
と
合
同
で
、
運
輸
大
臣
、
営
団
総

裁
等
の
関
係
者
を
招
き
、
住
民
決
起

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
当
日
、
会
場
ま
で
の
送
迎

バ
ス
を

市

が
用
意
し
ま
す
。

圃
1
0月
3
1日
金
ま
で
に
、
電
話
で
市

交
通
計
画
課
へ

戦

没

者

遺

族

特

別

弔

慰

金

時

効

の

お

知

ら

せ

第

六
回
特

別
弔
慰

金

が
支
給

さ
れ

て

い
ま

す

。
時
効

が
近

づ
い
て

い
る

の
で

、
ま
だ

、
請
求

さ
れ
て

い
な

い
人

は
子
宮
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

対

象

①
こ

れ
ま
で

に
特
別

弔
慰

金

を
受

け
た
こ

と

の
あ
る
遺

族
②
平

成

元

年
４

月
１
日

か
ら

７
年

３
月
3
1
囗

の
問

に
、
公

務
扶
助

料

・
遺
族
年

金

等

の
受

給
者

が
死
亡

等
に

よ
り

そ
の

権
利

を
失
し

た
遺

族
　

時

効
日

平
成

1
0年

３
月
3
1
囗
㈹

※
す

で
に
申

請
を
し

て

、
ま

だ
国
債

が
交
付

さ
れ

て

い
な

い
場

合

は

、

も
う
し

ば
ら
く
お
待
ち
ぐ
だ

さ
い
。

羆
援

護
課

社
会

係

乗

る

人

の

マ

ナ

ー

と

義

務

で

す

自

賠

責

自

動
車

お
よ

び
バ
イ

ク
に

は
自

賠

責
保

険

（
共

済
）

へ

の
加

入

が
法

律

で
義

務

づ
け
ら

れ
て
お

り
沛
無

保
険

（
無
共

済
）
で
走

る
と
、

六
ヵ
月

以
下

の
懲

役

、
ま
た

は
５
万
円

以
下

の
罰

金

、
さ
ら
に

違
反
点

数
六
点

と

な
り
、

免
許

停
止
処
分

の
対
象
と
な
け
ま
す

。

必
ず

、
自
賠

責
保
険

（
共

済
）
に

加
入

し

ま
し

ょ
う

。

醫

運
輸

省
関
東

運
輸
局
千

葉

陸
運
支

局

輸
送
課

昔
砌
・
2
4
2・
7
3
3
5

番

松

戸

駅
市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー
の
利

用
受

け

付

け

と

説
明

会

1
0月
3
0日
米
午
後
６
時
3
0分
か
ら

〔
平
成
1
0年
１
月
９
日

座
～
４
月
３

日
座
の
利
用
分
〕
　

会
場
京
葉
ガ
ス

Ｆ
松
戸
ビ
ル
六
階
会
議
室
　
持
ち
物

筆
記
用
具
・
印
鑑

※
空
き
が
あ
れ
ば
、
3
1日
座
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

鬩
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

昔
3
6
6
・

7
4
6
2
番

平

成
1
0
年

度

千

葉

県

生

涯

大

学

校

の

学

生

を

募

集

対

象

県
内

在

住

の

六

十

歳

以

上

（
昭
和
1
3
年

４

月

１

日

以
前

に
生

ま

れ
た
人

）
で

、
学
習

の
成
果

を

地
域

活

動
で
役

立

て

る
な

ど
社
会

参

加
の

意

欲
の
あ

る
人

内

容
一
般
課
程
（
福

祉

科
・
生
活

科
・
園

芸
科
・
陶

芸
科

）
、

通

信

課
程
（
福

祉
生

活
科

）
　

入

学

金

・
涵
塗

料

無
料
（
実

習
の

教
材
費

、

通

信
課

程

の
テ
キ

ス
ト
送

料
等

は
自

己

負
担

）
　

願

書

安
付
1
1
1
1
1

月
2
0
日

困

～

平
成
1
0
年

１
月
９

日
原

※
入
学

案
内

は
市

な
が

い
き
課
と

各

老

人
福

祉
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
配

布
。

醫

千
葉
県
生
涯
大
学

校
事

務
局

昔
叩

2
6
6
・
４

７
０
［
ａ
番

検
察

審

査

会

に

ご

相
談

を

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
遭

い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人

の
た
め
に

検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

醫
松
戸
検
察

番
査
会
事
務
局
（
千
葉

地
方
裁
判
所
松
戸
支
部
内
）
昔
3
6
8
・

5
1
4
1
番

「
歌

の

街

」

の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま
す

防
災
行
政
用
無
線
局
で
放
送
し
て

い
る
「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間
が
、

Ｈ
月
１
日
～
平
成
1
0年
１
月
3
1日
の

間
、
午

後
４
時
3
0分

に
な
り
ま
す
。

覬
防
災
対
策
室



第
2
2分
団
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

金
ヶ
作
を
受
け
持
つ
第
9
9
一
分
団
（
分

団
長

・
長
谷

川
満

さ

ん
）
の
皆

さ

ん

に
団

の
活

動
を

通
し

て
、

感
じ
て

い

る
こ
と
を
伺

い
ま
し

た
。

―

出

動

す

る
と

き
の

気

持
ち

は

被

災
者

の
こ
と

を
考
え

、

少
し

で

も
早

ぐ
現

場
に
着

け

る
よ
う

心
掛

け

て

い
ま
す

。

消防センター(詰所)で打ち合わせ

－

ご
家
族
の
心
配

も
大
き
い
と
思
い

ま
す
が

消
防
団
の
前
身
の
消
防
組
の
こ
ろ

か
ら
祖
父
が
や
っ
て
い
て
、
三
代
目

に
な
り
ま
す
。
親
子
二
代
の
団
員
も

多
く
、
家
族
は
理
解
が
あ
り
、
協
力

し
て
く
れ
ま
す
。

－

一
帯
ｔ（
変
た
っ
た
こ
と
は

二
、
三
年
前
で
す
が
、
大
晦
日
か

ら
元
旦
に
か
け
て
、
連
続
三
回
、
火

災
で
出
動
し

た
こ

と

が
あ
り

ま
し

た

。
そ
の
と
き
は
忙
し

か
っ
た
で

す
ね
。

－
2
2
分
団
は

、
夏

の
消
防
訓
練
大

会
で
、
優
勝
し
た
そ
う
で
す
が

大
会
の
二
力
丹
前
か
ら
練
習
し
て

い
ま
し
た
。
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
も
い
い

で
す
よ
。

－
2
2
分
団
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

監
査
結
果
の
公
表

地
方

自
治
法

第
二
百

四
十

二
条

第
一
項

の

規
定
に

基
づ

き
、
平

成
９
年

７
月
1
8
日

付

を
も

っ
て

提

出
さ

れ
た

「
松
戸
市

職
員

措
置

請
求

書
」

に
つ

い
て

、

同
条

第
三
項

の

規
定
に
よ
り

、
監
査

を
実
施
し

た
の
で
、

そ
の

結
果

の

概
要
を
次

の
と

お
り
公

表
し

ま
す

。

平

成
９
年
９

月
３
日

松

戸

市

監

査

委

員
　

阿

部

芳

徳

同
　
　
　
　

川

村

幸

信

同
　
　
　
　

伊

原
　

要

同
　
　
　
　

上

原
　

勝

監
査

の
実
施

一
　

請
求
の
要
旨

平

成
８
年
1
0
月
１
日

か
ら
同

年
1
0
月
９

日

ま
で

行
わ

れ
た
東
葛

都
市

議
会

連
絡

協

議

会
主

催
の

欧
州
三

力
国

の
海
外

視
察
研

修

旅
行

は
、

そ
の
主

た

る
目

的
を

「
高

齢

者

福

祉
行

政

と
先

進

都
市

の
行

政

機

構
、

施

策

の
調

査
研

究
」

と
し
て

い
る
が
、

視

察

実
施
内

容

に
は
こ

の
目
的

と

関
係
な

い

「
慰
安
観
光

旅
行
」
に
要
し

た
部
分

が
全

体

旅

程

の
約
四

分
の
三

を
占

め
て

お
り
、

視

察

と

は
名

ば
か
り

の

「
慰

安

観
光

旅

行
」

で

あ
る
。

ま
た

、
福

祉
施
策

の
視

察
研
修

に
つ

い

て

も

「
衣

敬
訪

問
」

と
し
て

お
り

、
調
査

研

究
内

容

が
不

明
瞭

で
、

地
方
自

治
体

に

と

っ
て

「
政

策
と
し

て
生

か
せ

る
」
と

は

到
底

い
え

な
い
。

地
方

自
治

体
の
財

政

が
極
め
て

厳
し

い

状
況
下

に

あ
る
と

き
、
こ

の
よ
う
な
不
要
、

不

急

の
観
光
旅

行
を

行

い
、
公

金
を
浪

費

す

る
こ

と
は
許

さ

れ
な

い
、
と

の
理
由

か

ら

地
方

自
治
法

第
百

四
十

九
条
及

び

地
方

財
政
法

第

。
条

、
第

二
条

、
第
四

条

に
違

反
し
不
当

で
あ
る
。

し
た

が

っ
て

、
次

の
事

項
に

つ

い
て

必

要

な
措
置

を
請
求
す

る
。

ア
　

平

成
８
年
1
0
月

１
囗

か
ら
同

年
1
0
月

９

囗
ま

で
行

わ
れ
た

東
葛
都

市
議
会

連

絡
協
議
会

主
催

の
欧

州
三

力
国

の
海
外

視
察
研
修
旅
行

を
公

費
で
賄
う
こ
と

は
、

地

方
自

治
法

、
地
方

財
政
法

に
違
反

し

違

法
、
不
当
で
あ

る
。

よ
っ
て

、
本
件

海
外

旅
行

に
要
し

た

費

用

の
内

、

観
光
地

め
ぐ
り

及

び
三

力

国

に

お
け

る
表

敬
訪

問
等

に
関
す

る
旅

費

、
宿

泊
費

、
滞
在

費

（
飲

食
費

を
含

む
）
、
日
当

そ

の
他

の
経
費

に
関
し

て
総

額
を
市

長
に

対
し
て
公

金
返

還

の
請
求

を
求
め
る
。

イ
　

平

成
９
年

度
実

施

予
定

の
海
外

視
察

旅
行

は
当

然

に
取
り

止
め

る
よ
う

そ

の

防

止
措
置
を
求
め

る
。

以

上
を
監
査
請
求

の
要
旨

と
解
し
た
。

二

監
査
の
対
象

事
項

監
査

の
対

象
事
項

は

、
措
置

請
求

書
に

記

載

さ
れ
た

請
求

の
趣
旨

及

び
陳
述

の
内

容
か
ら
判
断
し

て
、
「
平

成
８
年
度

に
実
施

さ
れ

た
束
葛

都
市

議
会

連
絡
協

議
会

主
催

の
欧
州

三

力
国

の

海
外

視
察
研

修
旅

行
に

伴

う
公

金

の
返

還

請
求
及

び
平

成
９
年

度

に
実
施

予
定

の
海
外

視

察
旅
行

の
取

り
止

小型ポンプの部で第19 分団（大金平）

とともに優勝

余
談

に

な
り
ま

す

が
、
元
旦

に

近

く

の
八
坂

神

社
で

、
初

詣
の
人
に

甘

酒
を
振

る
舞

い
ま
す

。
地

域

の
人

と

知
匯
人
口
え

る
交

流
の
場

に
な

っ
て

い

ま
す

。

消

防
団

は
、
身

近

な
人
た

ち
を

守

る
た

め
に
活

動
し

て

い
ま
す

が

、
も

ち
ろ
ん
地
域
の
み
な
さ
ん

の
理
解
・
協

力

が
不

可

欠
で

す
。

今
後
も

市
民

の

皆
さ

ん
の
応

援
を
お
願

い
し

ま
す
。

め
」
と
し
た
。

三
　
請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

請
求
人
に
対
し
て
、
地
方
自
治
法
第
二

百
四
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
９
年
８
月
1
3日
新
た
な
証
拠
の
提
出

及
び
陳
述
の
機
会
を
与
え
、
こ

れ
を
行
っ

た
。

四

監
査
の
方
法

松
戸
市
長
及
び
松
戸
市
議
会
議
長
か
ら

関
係
書
類
の
提
出
を
求
め
る
と
と
も
に
、

平
成
９
年
８
月
７
日
、
関
係
職
員
か
ら
事

情
を
聴
取
し
、
監
査
を
実
施
し
た
。

監
査
の
結
果

（
主
文
）

本

件
監

査
請

求
に

は
、
理

由

が
な

い
も

の
と
認
め

る
。

（
理
由
）

巾

請
求
の
要
旨
ア
に

つ
い
て

議
員

の

海
外

視

察
研

修

に

つ

い
て

は
、

過
去

の
最

高
裁

判
例

に
よ
り

「
普

通
地
方

公
共

団
体

の
議

会
は

、
当

該
普
通

地
方
公

共
団

体

の
議
決

機
関
と

し
て

、
そ

の
機

能

を
適

切

に
果

た
す
た

め
に

必
要

な
限
度

で

広
範

な
権

能
を

有
し

、
合
理

的

な
必
要

性

が

あ
る
と

き

は
そ

の
裁
量

に
よ
り

議
員

を

海
外

に
派

遣
す

る
こ
と

も
で

き

る
Ｉ

後

略

－

。
」

と
判
示
し
て

い
る
と
こ

ろ
で

あ
る
。

さ
て

、
請
求

人
は

、
今

回
の
朿

葛
都

市

議
会

連

絡
協

議
会
主
催

の

欧
州
三

力
国

の

海
外

視
察

研
修

旅
行

は
、

全
体

旅
程

の
約

四
分

の
三

は
目

的
と

関
係

の
な

い
「
慰

安

観
光

旅
行

」
で

あ

る
こ
と

、
ま

た
、
福

祉

施

策
の

視
察
研

修
に

つ

い
て

も

「
表
敬
訪

問
」

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

お
り
、
当

初

の
段

階
か
ら

調
査
研

究
内

容

が
不
明

瞭

で

、
地
方

自

治
体
に
と

っ
て

「
政
策
と

し

第22分団が受け持つ区域の町会長と消防局長に

消防団について聞いてみました

佐野町会会長
長谷川 守さん

消防局長
志村　正信

佐野町会では 、青年団 がなくなり 、

消防団 が若い集団とし て町会でも活

躍し ています。

消防団員の皆さんは 、職業 を持ち

な がら 、火災や風水害など 、いざ と

いうと きに 、地域を守る活動や 、仕

事を終えて から 、夜間 、町内の見回

りなどもしてく れてい ます。

消防団の活動は 、地域の人たちの

安心につな がっており 、感謝し てい

ます。

消防団の 皆さんは水防団員も 兼ね

ていで 、自分の職業を持ちながら災

害活動 に従事していただいており敬

意を表します。

特に阪神淡路大震災のような大

災 害の場合 には 、なくてはならない

組織です。

この度本市では､女|生消防団員も採

用され､市民の安全に大きな力がｶﾛわ

りまし た。 私ども常備消防と両輪と

な っての活躍を期待しております。

て

生
か

せ
る
」

と
は

い
え

な
い
こ

と
の
二

点

を
と
ら
え

、
視
察
と
は
名

ば
か
り

の
「
慰

安

観
光

旅
行
」

で

あ
り

、
公

金
を

浪
費
す

る
こ
と

は
許

さ
れ
な

い
と
し

、
地

方
自
治

法

第
百
四

十
九

条
及

び
地
方

財
政

法
第
一

条

、
第
二

条

、
第
四

条
に
違

反
し

不
当
で

あ
る
、
と
主
張

し
て

い
る
。

こ

の
点
に

つ

い
て

、
提

出
さ
れ

た
書
類

の
審
査

及
び

関
係
課

の
事

情
聴
取

を
実
施

し

、
詳

細
に

監
査
を

し
た

結
果
、

当
該
視

察
研
修

は
、
東

葛
都

市
議
会

連
絡

協
議
会

が
主

催
し

て

実
施

さ

れ

た
も

の
で

あ
り

、

そ

の
計

画

の
過

程
に

お

い
て
、
各

市
に
共

通
す

る
課
題
と

し
て

、
今

後
ま
す

ま
す
行

政
需
要

の
要

請
が
高

ま

る
で
あ

ろ
う
高
齢

者
福
祉

行
政

を
中
心

に
、

先
進
都

市

の
行

政
機

構
、
施

策
を
調

査
研

究
す

る
こ
と
に

よ
り

、

議
会

人
と

し

て

の
見

識

を
深

め
、

幅
広

い
視
野

を
養
う

と
と

も
に
、

国
際
交

流
を
図

る
こ
と

を
目

的
と

し
た

も
の
で

あ

る
。請

求

人
は
今

回

の
視
察
研

修

の
主
目
的

で
あ

る
三

力
国

に

お
け

る
高
齢
者

福
祉

施

設

（
老

人

ホ
ー
ム
等

）

の
視
察
以

外

の
市

内

視

察
、
建

築
物

保
存
状

況
視
察

及

び
自

然
環

境
保
護

状
況

視
察
等

は
、
今

回

の
視

察
目

的
と
関

係
の

な

い
慰

安
観
光

旅
行
で

あ
る
と
主
張

し
て

い
る
。

し

か
し
な

が
ら

、
訪
問

し
た

都
市

の
福

祉
制

度
、
そ

れ
ら

の
制
度

が
も

た
ら
さ

れ

た
歴

史
的
背

景
、
国

民
性

、
文
化

等
を
見

聞
す

る
こ
と

に
よ
り

、
初

め
て
こ

れ
ら

の

制
度

が
よ
り

深
く
理

解
し

得
る

も
の
で

あ

る
と

い
え
る
。

言
う

ま
で

も
な
く

、
議

会
は
地

方
公
共

団
体

の

政
策

決

定
機

能

を
有

し

て
お

り

、

こ
の

議
会

の
構
成
員

で

あ
る
議
貝

の
職

務

消防団員を募集しています

は

広
範
な

事
項

に
及

び
、

地
方
行

政
の
重

要

議
題
に

つ

い
て
、

意
思
決

定
を

す

る
こ

と

か
ら
、

常
日
頃

見

識
を
深

め
、

幅
広

い

視
野
に
立

っ
た
判
断
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

確
か
に

、
今

回

の
視
察
研

修
は

高
齢

者

福

祉
行
政

を
中

心
に

先
進

都
市

の
行
政
機

構

、
施
策

の
調

査
研

究
が
主

目
的

で
は

あ

る
が
、
幅

広

い
視
野

を
養
う

こ
と

も
今

回

の
視

察
研

修

の
目

的

の
ひ

と

つ

で
あ

り

、

そ

の
意
義

は
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

し

た
が

っ
て
、
請
求
人

が
主
張
す

る
『
慰

安
観
光

旅
行
』
に
は
当
た
ら
な

い
と
解
す

る
。

次
に
、

福
祉

施
策

の
視

察
研
修

は
単

な

る
表
敬
訪

問
と

主
張

し
て

い
る

が
、
一

般

的

に
は
表

敬
訪

問
と

は
相
手

に
対

し
敬

意

を

表
す

た
め

に
単
に

訪
問

す
る
と

い
う

意

味

に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

参
加

議
員

は
、
今

回
の

視
察
研

修
を

よ

り

効
果

的
な

も
の
に

す

る
た
め

、
事
前

に

訪

問

先

の
概

要
等

参

考
資

料

を
収

集

し

、

訪

問

先
で

の

質
問

事

項

の
検

討

を
行

い
、

「
社
会
保

障
の
現
状
に

つ
い
て
」
、
「
福

祉
施

策

に
お

け

る
財
政
状

況
に

つ

い
て
」
、
「
高

齢
者

の
た
め

の
施
設

及

び
住
宅
施

策
に

つ

い
て
」

等
々
五

十
項

目
以

上
に

わ
た

る
質

問
事
項

を
綿

密
に
準

備
し

、
こ

れ
を
訪

問

施
設

に
事
前
送
付
し
て

い
る
。

ま
た

、
現

地
で
訪

問
し

た
施
設

に

お
い

て
も
、

事
前

に
送
付

し
た

質
問
事

項
に

応

え

る
形

で
の

施
設
側

の
説

明
に
加

え

、
参

加

者

の
熱
心

な
質
疑

が
交

わ
さ

れ
充
実

し

た
視
察

で
あ

っ
た
こ

と
は

、
視

察
状
況

を

撮
影
し

た

ビ

デ
オ

、
ま
た

、
参
加

者

の
報

告
書
か
ら
も
十
分
伺
え

る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

更
に

、
そ

の
成

果
を
参

加
議
貝

に

と
ど

め
ず
、

全
議
員

及

び
市

の
関
係
執

行

部
職

員

を
対

象
に
し

て

視
察
状

況
を

撮
影
し

た

地
域

社
会

に
目

を
向
け

る
新
し

い
力
を

募
集
し

て

い
ま
す

。

募

集

対

象

年
齢

十
八
歳

以
上
五

十
五

歳
未

満
　
性
別
男
性
（
今
回
は
女
性
の

募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
住
所
市

内

在
住

団

員

の

身

分

と

待

遇

身
分

は
特

別
職

の
地
方

公

務
員

と
し

て
保

障
さ

れ
ま
す

。

規
定
に
よ
る
年
報
酬

や
、火
災

な

ど
に
出
動
し
た
場

合
の
出

動
手
当
、

退
職
報
償
金
が
子
宮
さ
れ
本
圃

け

が
を
し

た
場

合
、
こ

れ

を
補

償
す

る
制
度

も
あ

り
ま

す
。

惠
電
話
で
消
防
局
総
務
課

昔
3
6
3

1
1
1
1
内
線
3
1
2
番
、
ま
た
は
市

内
各
消
防
署
、
各
消
防
団
へ

ビ
デ
オ
を
交
え

て
の
報
告
会
を
開
催
し
、

市
民
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、
新
聞
折

り
込
み
に
よ
り
全
戸
配
布
さ
れ
て
い
る
議

会
報
に
海
外
研
修
の
結
果
に
つ
い
て
掲
載

し
、
報
告
書
も
議
会
図
書
室
に
お
い
て
広

く
市
民
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
議
員
の
最
も
重
要
な
活
動
の

場
で
あ
る
本
会
議
に
お
い
て
、
参
加
議
員

が
海
外
研
修
成
果
を
も
と
に
市
行
政
に
対

し
て
施
策
の
提
言
を
し
、
ま
た
、
そ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
参
加
議
員

の
視
察
報
告
を
も
と
に
他
の
議
員
か
ら
も

一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
海
外
視
察

研
修
の
成
果
が
議
会
活
動
に
反
映
さ
れ
た

事
例
も
あ
り
、
地
方
行
政
に
お
い
て
も
国

際
的
視
野
に
立
っ
て
の
判
断
が
求
め
ら
れ

る
近
年
、
そ
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
福
祉
施
策
の
研

修
視
察
は
、
請
求
人
が
主
張
す
る
「
単
な

る
表
敬
訪
問
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
解
す

る
。ま

た
、
本
件
視
察
研
修
に
か
か
る
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
は
、
適
正

に
な
さ
れ
て

い
た
。

②

請
求
の
要
旨
イ
に
つ
い
て

請
求
人
は
、
平
成
９
年
度
実
施
予
定
の

海
外
視
察
旅
行
は
当
然
に
取
り
止
め
る
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
議
員
の

海
外
視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た

最
高
裁
判
例
で
判
示
し
て
い
る
と
お
り
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
９
年
度
実
施
予
定

の
海
外
視
察
研
修
を
実
施
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
裁
量
に
委
ね
る
べ
き

も
の
と
解
す
る
。

膸
監
査
委
員
事
務
局

市

営

住

宅

入

居
者

募

集

申
込
書
の
配
布
Ｈ
月
５
日
水
～
1
4

日
座
＝
住
宅
課

・
各
支
所

申
し
込

み
受
付
Ｈ
月
1
0日
菲
～
1
4日
金
＝
住

宅
課

※
住
宅
の
種
類
・
入
居
資
格
な
ど
の

詳
細
は
、
広
報
ま
つ
ど
Ｈ
月
５
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

醫
住
宅
課
住
宅
政
策
係

材
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
の
ロ

ゴ

ー
マ

ー

ク

が

決

定

皆

さ
ん
に

応
募

い
た
だ

い
た

剛
松

戸
市
国

際
交

流
協
会

の

ロ
ゴ

マ
ー
ク

が
、
厳
正

な
審

査

の
結
果

、
次

の
と
お

匯（
決
定
し
ま
し

た
。

国際交流協会の愛称「ミイア」をデ

ザインした 章さ ん の最優秀賞 作品

（MIEA は、Matsudo International

Exchange Association の頭文字）

最

優
秀
賞
（
採

用
作
品

）
の
章

俊
華

さ

ん
（
稔
台
）
ほ

か
優
秀

賞
に

は
、
十

一
人

が
選

ば
れ
ま
し

た

。

醫

諾
松
戸
市

国

際
交
流

協
会
（
市

役

所
新

館
五

階
）

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
室

新

番

組

の

お

知

ら

せ

今
の
時
期
は
宵
に
金
星
・
木
星
・

土
星
が
よ
く
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の

惑
星

は
ど
ん
な
星
な
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
惑
星
に
つ
い
て
で
す
。

期
間
Ｈ
月
１
日
出
～
3
0日

㈲
の
各

土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
３
日
聡
･
　
3
3

日
永
は
除
く
）
、
午
前
1
0時

・
午
後

１
時
3
0分

・
３
時
3
0分

（
た
だ
し
、

第
一

二
一
∵

五
土
曜
日
は
午
前
1
0時

か
ら
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
投

影
時
間
五
十
分
　
眥
用
大
人
五
十
一

円
・
小
人
三
十
円

※
投
影
開
始
の
三
十
分
前
か
ら
発
券

し
ま
す
。

黯
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

登

3
6
8
・
１
り乙
９Ｊ
７
番

女

性

委

員

に

よ

る

人

権

相

談

Ｈ
月
７

日

金
午
前
1
0
時
～

午

後
３

時

会
場
千

葉
市

文
化

セ
ン

タ

ー

柤

談

内
容

家
庭
問

題
（
離
婚
・
扶
養
・

相

続
・
夫

の
妻

へ
の
暴
力

な

ど
）
、
隣

近

所

の
も
め

ご
と
、

い
じ

め
ほ

か

相

腮

貝
千

葉
県
人

権
擁

護
委
員

連
合

会

女
性

部
会
　

費
用
無

料

※
秘
密

は
固

く
守
ら

れ
ま

す
。

醫

千

葉
地
方

法
務
局

人
権

擁
護
課

登

砌

・
2
4
7・
9
4
4
4

番

中

小

企

業

設

備

近

代

化

資

金
（
無

利

子

）
の

ご

利

用

を

対
象

企
業
国

の
指
定

す
る
機

械
金

属
工
業

・
軽
工

業

・
繊
維

・
工

業

・

農
林
水

産
業

・
鉱
業

・
小

売
業
等

に

属
す

る
企
業

で
現
在

の
事

業
を
二

年

以

上

営
ん
で

い
る
企

業

貸

付
限

度

額
対
象
設
備
額

の
二
分

の
一
以
内
で
、

一
企
業

あ
た

り
五

十
万

円

以
上

四
千

万

円
以
下

信
一
理
方

法
一
年

据
え

置

き
四
年

以
内

の
均
等

償
還

※
連
帯

保
証

人
等

に
つ

い
て

は
お
問

い
合

わ
せ

を
。

※
説
明

会
を
1
0
月
2
8
日

火
午
後

１
時

3
0分

か
ら
東

葛
飾

支
庁

で
実
施

。

鬩
千

葉
県
東

葛
飾

支
庁

商
工

労

政
課

昔
3
6
1
・
2
1
1
5

番

公

共
施

設

を

臨

時

開

館
し

ま
す

Ｈ
月
３
日
㈲
　
開
館
施
設

市
民
会

館
、
市
民
劇
場
、
矢
切
公
民
館
、
常

盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
第
4
9回

松
戸
市
文
化
祭

※
た
だ
し
、
利
用
受
付
業
務
は
行
い

ま
せ
ん
。

圜
電
話
で
各
施
設
へ

市

立
東

松

戸

病

院

婦

人
科

外

来

休

診

の

お
知

ら

せ

休
診
日
1
0月
3
1日
糜

圜
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

昔
3
9
1
・
5
5
0
0

番

納

期
内

納

付

に

ご

協

力

を

1
0月
3
1日
座
は
市
県
民
税
（
第
三

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

醫
収
納
課
管
理
係



情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表ＦＡＸは……363-3200 番

(松戸市の市外局番は０４７番です)

催

し

物

フ

ォ

ル

ク

囗
－

レ

ー
ヒ

ー

リ

ン

グ

コ

ン

サ

ー

ト

「

コ

ン

ド

ル

は

飛

ん

で

行

ぐ

」

Ｈ
月
2
9
日

出
午

後
４
時
3
0
分

開
演

会

場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　出

凛
フ
ォ
ル
ク

ロ
ー
レ
音
楽

の
日

本
で

の
ナ

ン

バ

ー

ー

バ
ン

ド
、
ロ

ス

ート
レ

ス

ー
ア
ミ

ー

ゴ
ス

宙

貝
先

着
千
人

眥

用
無
料

圃
Ｈ
月
2
5
日
天

ま

で
に

バ

ガ
キ
ま

た

は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
人
数
・
電

話

番
号

を
記
入

し
て

、〒
2
6
0
千

葉
市

中

央

区
千

葉
港
五

の
二

五
千
葉

県

歯
科

医

師
会
コ

ン
サ

ー
ト
係

叫
勍
・
2
9
8
・
2

9
7
7

番
（
昔
砌
・
2
4
1
・
6
4
7
1

番

へ

松

戸

交

通

安

全
母

の

会

「
交

通

遺
児

援

護

バ

ザ

ー
」

Ｈ
月
３
日
冊
午
前
1
0時
～
午
後
２

時

会
場
市
民
会
館

※
売
り
上
げ
は
交
通
遺
児
援
護
活
動

に
使
用
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

醫
安
全
課
庶
務
係

池

本

和

憲

テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

Ｈ
月
2
1日
脂
午
後
６
時
3
0分
開
演

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
オ
ペ
ラ
「
ア

ル
ル
の
女
」
よ
り
フ
ェ

デ
リ
ー
コ
の

嘆
き
ほ
か
　
杤
乕

四
千
円

筒
池
本
音
3
4
9
・
0
8
8
7

番

芋
（
イ

モ

）
煮

会

Ｈ
月

３
日

雇
午
前
1
1
時
～
午

後
３

時
（
小
雨

決
行

）
　
会

場
国
道

６
号

線

新
葛
飾

橋
下
江

戸
川
土
手
（
松
戸

側
）

杤
兩

無

料

懿
松

戸
テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ

昔
3
6
2・
3
0

4
7

番

松

戸

子

ど

も

ま

つ

り

Ｈ
月

３
日

㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
１

時
（
雨
天

中
止

）
　
会
場

金
ヶ

作
公

園

費
用
百
五

十
円
（
保
険

・
材

料
費
代

）

鵲
松

戸
子

ど

も
ま

っ
口

実
行
委

員
会

（
牧

の
原

学
童

保
育
所

内
）
C
3
8
4
・
4

5
5
3

番

登384-8181 番
青
少
年
会
館
文
化
祭
＆
青
年
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期　 問 内　　　　 容

11/1R ～30(日)

午後1時15分･3 時拓分

から上映(土一日､祝日は

午前11時からも上映)

ハイビジョン映像「始皇帝/永遠の命を求めて」〈上映時間29分〉

12月「大英博物館/古代エジプトの美」〈上映時間60分〉

会場講堂　観覧無料

※講演会開催日は、午後1B$15 分からの上映は中止します

11/1R ～12/7(1日) 巡回展「ネアンデルタール人の復活」（１面参照）

①11/23㈲・②11/300日)

各午後IE持30分～3時

松戸の歴史を語る

①「近代の松戸-その都市化へのあゆみ-」 講師坂本勝比古氏

（ﾈ申戸芸術工科大学名誉教授）内容市内の戦前・戦中の郊外型

住宅地が形作られていく様子を考える

②「歴史入門」講師小山田義夫氏（流通経済大学教授）内容私

たちにとって歴史を学ぶ意味とは何か

会場①②とも講堂　定員②②とも80人（抽選） 費用無料

圃11月10日㈲必着で､往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号・講

座名を記入して､〒2ﾜ0-22 松戸市千駄堀6ﾜ1市立博物館「松戸

の歴史を語る」係へ

常設展示観覧料一般300円(240 円＞ 高大学生150(100 円)・小中学生100(60 円バ　)内

は20人以上の団体料金

奈毎月第2 べ土曜日は小・中学生の入場は無料です。

休館日毎週月曜日( 月曜日が祝日に当たるときは開館し 、翌日休館)・毎月第4金曜日

開館時間午前9時30分～午後5時( 入館は午後4時30分まで)

総合展示開設ツアー毎週土･日､祝日の午後2時より30 分間(参加者は観覧料が必要です)

日　　時 内　 容 会 場

11/8出

午後2時～4時

吹奏楽演奏( 松戸ブラスオルケスター) ・デモンストレーション(リズミックカン
フー・リボンクラブ〔新体操卜 英語で空手･スポーツチャンバラ) 演劇公演午後4

時・ﾜ時｢終わらない夏～かっぱえびせんの向こうに｣劇団｢奇想天外｣費用
800 円(高校生500 円､中学生以下・65歳以上は無料)[茴]谷村S349-14ﾜ2 番

青

少

年

会

館

11/9日

午前10時～4時

もちつき・模擬店・チヤレンジザゲーム・大道芸・フリーマーケット　演劇公演午前

11時・午後３時「終わらない夏～かっぱえびせんの向こうに」以下8日と同じ

11/2(日)～9(日) 写真・デッサン・フラワーアレンジメント・魔女っ子手編み･パンフラワー・折り紙展示

11/16(1日)
午前IC斑卜 正午

講演会「ドイツと日本のライフスタイルのちがい」 会場馬橋市民センター　講師Dr.
ハマハ・アンドレアス・マリア氏　費用300円（前売り200円電話予約）圓石川tE玖B-

6293番

-

髓
胥

少

年
会

館

音
3
4
4
・
８

５
５

６
番

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
創
立
記
念

祭
フ
ェ
ス
タ
「
医
療
と
福
祉
」

i
n
高
塚
9
7

①

介

護

体

験

教

室

二

人

で

で

き

る

寝

た

き

り

患

者

の

介

護

）＝

Ｈ

月

８

日

出

正

午

～

午

後

２

時
3
0

分

窖

貝

先

着

二

十

人
　

②

健

康

塾

＝

Ｈ

月

９

囗

㈲

午

後

１

時

～

午

後

２

時
3
0

分

内

容

講

演

「
呼

吸

器

外

科

医

が

語

る

タ

バ
コ

と

健

康

」

謹

師

東

松

戸

病

院

診

療

局

長

・

大

岩

孝

司

氏

寉

貝
先

着

七

十

人

会

場

①

②

と

も

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー

東

松

戸

病

院

善

用

①

②

ど

も

無

料

用

①

⑦

ど

も

電

話

で

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー

保

健

福

祉

医

療

室

昔
3
9
1
・
5
5

0
0

番

へ

金

曜

デ
ッ

サ

ン

会

作
品

展

Ｈ
月
４
日
天
～
９
日
㈲
怎

圜
1
0時

～
午
後
６
時

（
４
日
は
正
午
か
ら
・

９
囗
は
午
後
４
時
ま
で
）
　
会
場
文

化
ホ
ー
ル
　
内
容
デ
ッ
サ
ン
を
中
心

に
一
年
間
の
研
修
作
品
を
展
示

費

用
無
料

暦

金
曜

デ
ッ
サ
ン
会
・
井
代

昔
3
4
5
・

2
8
1
1
番

ス

ポ

ー
ツ

卓
球

教

室

Ｈ
月
９
囗
㈲
・
1
6日
㈲
、
壬

圜
９

時
～
正
午

会
場
松
飛
台
第
二
小
学

校
体
育
館

春
爾
保

険
料
百
円

惠
当
日
会
場
で

圜
体
育
指
導
委
員
・
山
方
昔
3
8
7
・
9

0
0
9
番

文
化
財
史
跡
め
ぐ
り

Ｈ
月

Ｈ
日

閃
・
1
3日

米
・
1
8日
天

・

1
9日

水
の
各

午
前
９

時
3
0
分
～
午

後

４

時

（
雨
天

中
止
）
　

コ

ー
ス
市

役

所

上

戸
定
邸

～
万
満

寺
～
旧

水

戸
街

道
～
旧
小

金

宿
～
本

土
寺

～
市

役
所

対

乖

車

内
在
住

の
人

持

ぢ
物

昼
食

定
員

各
二

十
人
（
抽

選
）

普
用

無
料

匣
1
0
月
3
0
日
米
〔
必

着
〕
ま
で

に
、
往

復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電

話
番
号

・
希

望
日
（
第

二
希

望
ま

で
）

を
記
入

し
て

、
〒
『
一
松

戸
市

根
本
三

五
六
松

戸
市

教
育
委

員
会

社
会

教
育

課
文
化

財
係
（
昔
3
6
6
・
7
4
6
2

番

）へ

※
（

ガ
キ

ー
枚
で
二

人
ま

で

。
二
人

の
住
所

・
氏
名

を
記
入

の
こ

と

。

松

養

祭

Ｈ
月
８
日
出

・
９
日
㈲
、
午
前
９

時
3
0分
～
午
後
２
時
3
0分

会

場
県

立
松
戸
養
護
学
校

内
容
劇
の
発
表

・
ゲ
ー
ム
・
交
流
校
発
表
・
模
擬
店

な
ど

鬩
堅

立
松
戸
養
護
学
校

昔
3
8
8
・
2
1

2
8
番

ち

ば

・
ま

な

び

フ

ェ
ス

テ

ィ

バ

ル
’
9
7

H
J月
８
日
出
午
前
Ｈ
時
～
午
後
４

時
・
９
日
㈲
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後

３
時
3
0分

会
場
幕
張
メ
ッ
セ
国
際

会
議
場

内
容
柳
生
博
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
・
し
あ
わ
せ
コ
ン
サ
ー
ト

ミ
三
一

四
駆
大
会
ほ
か
　
啓
乕

無
料

問
千
葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
振
興

課
事
業
班
昔
0
4
3
・
2
2
3
・
4
0
7
3

番

外

国

人

と

の

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

交

流

会

1
1月

５

日

水

午

後

７

時

～

９

時

龠
璢

運

動

公

園

体

育

館

費

用

保

険

料

百

円

※

外

国

人

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

惠

Ｈ

月

４

日

㈹

ま

で

に

、

直

接

ま

た

は

電

話

で

㈱

松

戸

市

国

際

交

流

協

会

（

市

役

所

新

館

五

階

）

へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月

４
日

上

半
成
1
0
年
２
月
2
6
日

の
毎

週
木
曜

日

（
１
月
１

日

・
1
5日

を
除

ぐ
全

十
一
回

）
、
①

午
前
９

時
3
0

分

か
ら
②

午
前

Ｈ
時
1
5
分
か

な
③

午

後
１

時
か

ら
　

龠
場

栗
ヶ

沢
公

園
庭

球
場
　

対
乖

車

内
在

住

こ
仕
勤

者

啓
兩

九

千
円

（
保
険

料

を
含
む

）

保
健
・
衛
生

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

Ｈ
月
上
旬
に
平
成
９
年
８
月
Ｉ
囗

～
９
月
3
0日
生
ま
れ
の
人
に
予
防
接

種
の
通
知
を
し
ま
す
。
ま
た
、
表
Ｉ

に
該
当
す
る
人
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
直
接
各
保
健
セ
ン
タ
ー

・
各
支
所
の
市
民
健
康
相
談
室
で
申

し
込
む
か
、
（

ガ
キ
に
次
の
要
領
で

記
入
し
て
、
〒
蹈
松
戸
市
竹
ケ
花
七

四
の
三
松
戸
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

（
昔
3
6
6

・
7
4
8
4

番
）へ

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て

い
る
人
は
、

個
別
接
種
受
託
医
療
機
関
・
集
団

接
種
会
場
で
交
換
し
て
使
用
で
き

ま
す
。

惠
Ｈ
月
５

日
水

〔
必
着

〕
ま

で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住

所

・
氏

名

・
電
話

番
号

・
希
望

時
間
（
第
三
希

望
ま

で
・

返
信

用
あ

て
名
を

記
入
し

て

、
〒
2
7
0

松

戸
北
郵

便
局
私

書
箱

匸

一
号

松
戸

市

テ
ニ

ス
協
会

へ

鵞

平

不

容
3
3
0
・
4
1
1
2

番

松

戸

市

民

大

会

（
バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

）

Ｈ
月
2
3
日
爾

・
3
0日

㈲

会

場
運

動
公

園
体

育
館

ほ
か
　

対
乖

市
内
在

住

こ
仕
勤
者
（
審
判

が
二
人
で
き
る
）
の

先

着
男
子

三
十
ニ

チ

ー
ム

・
女
子

十

六

チ

ー
ム
　

眥

拑
一
チ

ー
ム
三
千

円

惠
Ｈ
月
４
囗

㈹
ま
で
に
、（

ガ
キ
に
チ

ー
ム
名
・
男
女

の
別
・
代
表

者
氏
名

・

住

所
・
電
話
番

号
を

記
入

し
て

、干
2
7
0

－
2
2
松
戸

市

五
香

六

実
六
四

二

の
五

三

浜
田
一
彦
（
昔
3
4
1
・
5
1
7
8

番
）へ

※
Ｈ
月
1
3
日

水
午
後

７
時

か
ら
、
栗

ケ
沢

中
学

校
で
代

表
者
会

議
を

行

い
ま
す
（
代
理
可

）
。

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

Ｈ
月
1
6
日

㈲

・
2
2日

出
、
各

午
前

８
時
3
0
分

か
ら
　

会

場
運

動
公

園
体

育
館
　

対
乖

車

内
在

住

の
女
性
チ

ー

ム
　

善
用

一
チ

ー
ム
二
千
円

惠
Ｈ
月

１
日

出
〔
必
着

〕ま

で
に
、（

ガ

キ
で

〒
2
7
0

－
2
2
松
戸
市

咼
柳
一
五

七
三

の
二

九
小
笠

原
桂
子

（
昔
3
8
5
8
4
8

9
番

）へ

※
1
1月
８

日
出
午

後
２

時
か

ら
、
運

動

公
園

武
道
館

会
議

室

の
代

表
者

会

議
で
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

健
康
で
明
る
い
県
民
づ
く
り
運

動
「
松
戸
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」

1
1月

丿

日

㈲

午

前
1
0

時

か

ら
　

コ

ー

ス

ネ

イ

チ

ャ

ー

ふ

れ

あ

い

コ

ー

ス

ほ

か

四

コ

ー

ス
　

定

員

各

コ

ー

ス

七

十

五

組
（
三

～

六

人

を

一

組

）

申

込

期

限
1
1

月

５

日

水
　

春

用

無

料

※

詳

細

は

お

問

い

合

わ

せ

を

暦

ス

ポ

ー

ツ

課

昔

沺

・
9
2
4
1

番

精

神

保

健
普

及

運

動

「
こ

こ

ろ

の

健

康

の

つ
ど

い
」

1
1月
1
2日
伽
午
後
１
時
2
0分
～
４

時

会
場
東
葛
飾
支
庁
合
同
庁
舎

内
籍

神
科
医
の
講
演
「
こ
こ
ろ
の

病
と
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」
、
当

事
者
・
家
族
・
作
業
所
等
か
ら
の
報

告
　
春
用

無
料

匣
Ｈ
月
1
0日
丱
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
班

登
3
6
1
・

り乙
Ｉ
り乙
１
番
へ

※
午
前
1
1時
～
午
後
４
時
の
問
、
同

表1

平 成 ９ 年 ８月 １ 日 ～ ９ 月30 日 生 ま れ で10 月15 日

以 降 に 住 民 登 録 を し た 人 、ま た 予 診 票 を 持 っ て い

な い 下 記 の 人 は 申し 込 み を し て く だ さ い 。

フ歳 ６ヵ 月 未 満 の 人

○ツベルクリン反応・ＢＣＧ･‥３ヵ月以上4 歳未満で接種をし

ていない人

○ポリオ…３ヵ月以上７歳 ６ヵ 月未満で２回飲んでいない

人

ＯＤＰＴ…３ヵ月以上7 歳6 ヵ月未満で４回接種していない人

○麻しん…１歳以 上７歳 ６ヵ月未満で接種をし ていない人

○風しん…１歳は 上７歳 ６ヵ月未満で接種をし ていない人

○日本脳炎…３歳け 上７歳 ６ヵ 月未満で３回接種していな

い人

小 ・中 学 生

○日本脳炎

第２期…ﾉ｣学4 年以上13歳未満の人び追加接種をしていない人

第3 期…中学2 年以上16歳未満の人で追加接種をしていない人

Ｏ ＤＴ第2 期…ﾉ｣存6 年以上1渭眛 満の人て槌 加接種をしてし右 い

人

○風しん…中学２年以 上16歳未満の人で接種をしていない人

a
　
庁
舎
二
階
で
精
神
障
害
者
の
作
品

展

示

等

を

行

い

ま

す

。

講
演
会
「
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

予
防
に
つ
い
て
」

匸

二

卜

に
二

二

”
」゙
。・ｌｆヽ
’ゝ

Ｈ

月

６

日

附

午

前

９

時
5
0

分

～

正

午

会

場

中

央

保

健

セ

ン

タ

ー

講

師

東

松

戸

病

院

保

健

福

祉

医

療

局

長

・

山

下

道

隆

氏

定

員

百

五

十

人

曹

用

無

料

用
1
0

月
3
1

日

窗

ま

で

に

、

電

話

で

健

康

課

容
3
6
6
・
7
4
8
9

番

へ

博物館



講
座
・
講
演

働
く
女
性
の
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ

ブ
セ
ミ
ナ
ー

1
1
一
月
1
0
日

丱

・
2
0日

米
、
各

午
後

６
時
4
5
分

～
８
時
3
0
分

会
場

女
性

セ

ン
タ

ー
ゆ
う
ま

っ

ど
　

内

容
働
く

女

性

の
将

来

設

計
（
年

金
・

社
会

保

障
）

講

師
高

崎

経
済

大
学

教

授
・

塩

田
咲

子
氏
　

対

象
市

堅

仕
住

・
在
勤

の
女

性

定
員
先

着
三

十
人

春
用

無
料

圃
電

話
で

矢
切
公

民
館

容
3
6
8
・
1
2

1
4

番
（
月

曜
休

館
）
へ

盲

冬

叩

広
場

二
二▽・二

三

①

……

1
0月
2
8日

㈹
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

春
陌

テ

キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

惠
当
日
会
場
で

茴
矢
切
公
民
館
容
3
6
8
・
1
2
1
4
番

（
月
曜
休
館
）

○

譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
陶
製

プ

ラ
ン

タ
ー
ス

タ
ン
ド

五

百
円
◆

書

類
ロ

ッ
カ

ー
二

千
円
◆

座

卓
無

料
◆

イ
ン

テ
リ

ア
用

け

や
き

の
丸
太
千

円
◆

木
製

こ
た

つ
二
千
円

◆

鏡
台
千

円
◆

ビ

デ
オ

カ
セ

ッ
ト

ラ

ッ
ク
千
円

◆

Ｔ
Ｖ
ふ
Ｕ

料

◆

マ
ッ
ト

レ
ス
付

き
木

製
シ

ン

グ
ル

ベ

ッ
ド
無

料

◆
木

製

い
す
四
脚

無
料
◆

洋
服

た

ん
す
二

千
円
◆

桐
製

丸
火

鉢
千
円
◆

レ
ン

ジ
ふ
口
抜
Ｊ料

〔
電

気
用
品
〕
室
内
用

オ
イ

ル
ヒ

ー
タ

ー
一
万
円

◆

パ
ネ

ル
ヒ

ー
タ

ー
二

千

円

◆

ミ
ニ
セ

ラ
ミ

ッ
ク

フ
ァ
ン

ヒ

ー

タ
土

二
百
円
◆

都
市

ガ
ス
フ

ァ
ン
ヒ

ー

タ
ー
一
万
円

◆
工

業
用

ミ

シ
ン
無

料

◆
電

気
こ

た

つ
千

五
百
円

◆
携

帯

電

話
機

千
円
◆

ホ

ッ
ト
サ

ン
ド
ト

ー

ス

タ
ー
千
円
◆

靴
乾

燥
機
千

円
◆

洋

講
演
会
「
地
域
は
家
族
、
共
に

育
て
、
共
に
生
き
あ
い
、
共
に

豊
か
に
」

Ｈ
月

８
日

出
午
前
1
0
時

～
正
午

命
場

女
性

セ
ン

タ

ー・
ゆ
う
ま

つ
ど

講
師

生
活

介
護

ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
代

表

・
酉

行
美
智
代

氏

寉

貝
先

着
七

十

人

曹
用

無
料

（
保
育

あ
り

）

匣

電
話

で
常

盤
平
児
童

福

祉
館

容
3
8
7

・
3
3
2
0

番
（
月

曜
休

館
）へ

ス
コ

ー
レ

母

親

講
座

「
お

母

さ

ん

、
子

供

の
心

が
見

え

ま

す

か
」

Ｈ
月
６
日
内
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

霍

貝

先
着
五
十
人

費
用
無
料

※
保
育
あ
り
、
要
予
約
一
二
十
人

惠
電
話
で
国
際
ス
コ
ー
レ
協
会
新
松

戸
連
絡
所
・
大
崎

登
3
4
3
・
1
0
0
0

番
へ

室

用
照
明

器
具
千

円
◆

和
室

用
照

明

器

具
千
円

◆

プ
リ
ン

タ

ー
付

き

パ
ソ

コ

ン

（
P
C
8
8
）
無

料
◆

都
市

ガ
ス

瞬

問
湯
沸

器
二
千

円
◆

Ｃ
Ｄ

ラ

ジ
カ

セ

一
万
円

◆
コ

ー
ド
レ
ス
電

話
機

五

百
円

◆

ス
チ

ー
ム
付

き
電
気

ス

ト

ー

ブ
二
千
円

◆

ク
ッ
キ

ン

グ
カ

ッ
タ

ー

五
千

円
◆

コ

ー
ヒ

ー
メ

ー
カ

ー
千

円

〔
子
供
用

品
〕
哺
乳
瓶

ケ

ー
ス
セ

ッ
ト

千
円

◆

マ

ザ
ー

ズ
バ
ッ

グ
千

五
百

円

◆

お

ん
ぶ
し

ょ

い
こ

五
千

五
百
円

◆

前

合

わ
せ
式

マ

マ
コ

ー
ト

二
千
円

◆

ベ
ビ

ー

い
す

無
料

・
千
円
◆

Ｂ

型

ベ

ビ
ー

カ
ー
二
千

円

∴
二
千
円

◆

Ａ
Ｂ

兼

用

ベ
ビ

ー・
カ

ー
九
千
円
◆

双

子
用

ペ
ビ

ー
カ

ー
四
千
円

・
五

千
円
◆

チ

ャ
イ

ル

ド

カ

ー

シ

ー
ト

無

料

・
千

円

・
千

五
百
円

∴
二
千
円

二
点
◆

ベ

ビ
ー

ベ
ッ
ド

四
千
円

◆

お
ふ

ろ
用

ベ

ビ
よ

フ
ッ
ク
二
千

円
◆

ペ
ビ

ー
バ
ス

国
際
理
解
講
座
「
今
日
か
ら
あ

な
た
も
地
球
市
民
」

Ｈ
月
2
1
日
～
1
2
月
1
9
日

の
金
曜

日

（
全
五

回

）、

午
後

７
時
～

８
時
3
0
分

会
場

女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど

内

容
木

パ
ー
ル

へ
の
民

間
援
助

活
動

を

通
し

て
学

ん
だ
こ

と

・
外

国

人
か

ら
見

た

ニ

ッ
ポ
ン

ほ
か
　

講
師
サ

ム

ヒ
ク

ー
ア

ビ
ャ

ン
日

本
支

部
代

表

・

石

田
伸

子
氏

ほ
か

霍

貝
先

着
三

十

人
　

春
用

無
料

惠
電
話

で
矢

切
公

民
館

登
3
6
8
・
1
2

1
4

番
（
月
曜

休
館

）へ

無

料

ワ

ー

プ

ロ

講

習

会

一
1
1
1
1

月
1
4
日

蚩

午

前

９

時

～

午

後

４

時

会

場

県

立

我

孫

壬

咼
等

技

術

専

門

校

霍

貝
十

人

（
抽

選

）

匣
1
1
1
1
月

７

日

窗

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
職

業

を

記

入

し

て

、
一
１‐
2
7
0
－

Ｈ

我

孫

子

市

ル（

寺

冢

六

八

四

の

一

県

立

我

孫

壬

咼
等

技

術

専

門

校

（
昔

０

４

７

１

・
8
4
・

β
0
4
1
1

番

）
へ

無

料
・
千
円

◆

ベ
ビ

ー
用

ロ
ッ
キ

ン

グ
チ

ェ

ア
ー
九
千

円
◆

お

ん
ぶ
ひ

も

千
円

こ

一
千
円

∴
二
千

円
◆

子
供

用

す

べ
匯
ム
ロ
四
千
円

◆

電
動

搾
乳
器

二

千
円

こ
二
千
円
◆

皀

転
恵

則
用
子

供

い
す
百
円
◆

自

転
車

後
用
子

供

い
す

千
円

〔
ス
ポ

ー
ツ

用
品

・
楽
器
〕
ク
ラ

シ
ッ

ク
ギ

タ
ー
無
料
◆

電
気

オ

ル

ガ
ン
三

千
円
◆

エ
レ

ク
ト

ー
ン
無

料

∴

万

円
◆

ト

レ

ー
ニ
ン

グ
マ

シ
ン

ー
万
円

◆

全
身
運

動
器

八
千
円

◆

腹
筋
ふ
旦

Ｊ

料
◆

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

サ
イ

ク
ル
三

千

五
百

円

百

兩

箟

貝
】
腰
痛

用
健

康
器
具

無
料

◆

室
内
歩

行

健
康
器

具
無

料
◆

ス

タ

イ

ル
ミ

ラ
圭

二
千

円
◆

ス

ー

ツ
ケ

ー

ス

五
百
円

∴
二
千

円
◆

木

製
ふ

た
付

き

漬
物
樽

六
千
円

◆

ビ

ニ
ー
ル

ロ

ッ

カ
ー
無
料

◆

ス
キ

ー
キ

ャ
リ

ア
五

千

円
◆

雛
人

形

一
万

円

二
点
◆

シ
ャ
ワ

ー
カ

ー
テ
ン
四
千

円
◆

車

用
ラ

バ
ー

チ

ェ

ー
ン
1
7
5／
6
5
R
／
1
4五

千
円
◆

ざ
る
付

き

パ
ス

タ
用

深
な

べ
千
円

◆

①

熟

年

男

性

の

料

理

教

室

Ｈ
月

Ｈ
日
天

・
1
2日

水
・
1
3日
内

各

午
前
1
0
時
3
0分

～
午
後

１
時
3
0
分

会
場
五

香
市

民
セ

ン
タ

ー
　

対
乖

市

内
在

住

の
六
十

歳
以

卜
の
男

性（
三
日

間
参

加
で

き
、
当

料
理
教

室
に

初
め

て
参

加
す

る
人
）

定
－
貝
十
五
人
（
抽

選
）

苣

廖

十
円

盜

咼
齢

者

介

護

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室

1
1月
1
7日

丱

・
1
8日
天

・
1
9日

水

・
2
0日
米

ま
た

は
2
1日

糜

・
2
5日

㈹

（
全
五

回
）
、
午
後
１

時
3
0
分
～
３

時

3
0分
（
2
0日

ま

た
は
2
1日
は
午
前
1
0時

～
午

後
３

時

）
　
会
場
松

戸
市

社
会

福

祉
協
議

会

・
特

別

養
護
老
人

ホ

ー

ム「
松

寿
園

」
　
対

乖
市
内
在

住
で

ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

に
関

心

の
あ
る
人

定
員
三

十
人
（
抽
選
）

眥

用
無

料

圃

①
Ｈ
月
４
日
天

②
Ｈ
月
６
日
米
〔
消

印

有
効
〕

ま

で
に
、
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・
年
齢

を
記
入

し

て
、
一
7
2
7
1

松

戸
市

本
町

一
四

の
二

第

一
生
命

ビ
ル
内

松

戸
市
社

会
福

祉

協

議
会

①［

熟
年
男

性

の
料
理

教
室
］

軽
自
動

車

ワ
ン

ボ
ッ

ク
ス
用
リ

ア
ト

レ

ー
無
料

惠
1
0月
3
0
日

閑
〔
当

日
消

印
有

効
〕
ま

で

に
、
（

ガ
キ

に
希
望

品
名

（
品
物

一
点

に

つ
き

一
人

一
枚

）
　・
価

格

・

住
所

・
氏

名

・
電

話
番

号

（
昼
間
お

勤

め

の
人

は
勤

め
先

の
電

話
番

号

）

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
松

戸
市
小

根
本

七

の
八
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ
ヒ

ル

松

戸
市
消

費
生
活

課
消

費
生
活

係
へ

※
相
手

の
紹
介

は
月

初
め
に

抽
選
し

当

選
者

に
電
話

連

絡
し

ま

す
。
紹

介

後

は
自
主
交

渉

に
な
り

ま
す

。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物

を
譲
り

た

い
人

は
、
1
0
月
2
9

日

水
ま

で
に
、

電
話

で
申
し
込

ん
で

く

だ
さ

い
（
一
人
三

点
ま

で
）
。
Ｈ
月

2
5日

号

に
掲
載
し

ま

す
。
価

格
は

一

万
円

ま

で
で
、

衣
料
品

・
食

料
品

・

自

転
車

な
ど

は
扱

い
ま

せ

ん
。

問

消

費
生
活

課
消

費
生
活

係

容
3
6
6
・

7
3
2
9

番

②
「
高
齢

者
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
教
室
」
係
（
登
3
6
2
・
5
9
6
3
番
）
へ

仕
事
と
育
児
両
立
支
援
セ
ミ
ナ

ー
1
1月
７

囗
蚩

午
前
1
0
時
～

午
後
０

時
3
0
分

会
場
女

性
セ

ン

タ
ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

対
象

仕
事
と

育
児

の
両
立

に

直
面
す

る
可

能
性

の
あ

る
人

内

容

仕
事
と

育
児

の
両
立

を
サ

ポ

ー
ト

す

る
法
律

や
制

度
、

生
活

上
の
工

夫

な

ど
、体
験

談
な
ど
を
交
え
な

が
ら

説

明

定
員
先

着

七
十
人

蓉
苗
畄

萪

※
子
ど

も
連

れ
の
人

は

ご
相
談
を

惠

諦
2
1世

紀
職

業

財
団
千

葉
事
務

所

登
0
4
3
・
2
2
5・
2
2
9
5

番

近

世

関

所

フ

ォ

ー

ラ

ム

Ⅱ

1
1月
1
5
日

出
午
前
1
0
時

～
午

後
４

時

会
場

か

め
あ
り

リ
リ

オ

ホ
ー
ル

（
坦

℡
有

駅
南

口
）
　
内
容

江

戸
時
代

の
松

戸
金

町

関
所

な

ど
の
研

究
発
表

謹
師

松

戸
市

立

博
物
館

学
芸
員

・
小

高
昭

一
氏
ほ

か
　

春
用

無

料

匣
Ｈ
月

５
日

水
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
往

復
（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電

話

番
号

を
記

入
し

て
、

〒
1
2
5
葛

飾
区

白

鳥
三

の
二

五

の
一
葛
飾
区

郷

土
と

天

文

の
博
物

館
関

所

フ
ォ

ー
ラ
ム
係

（
昔
0
3・
３
８
３
８

・
1
1
0
1

番

）へ

県

女

性

セ

ン

タ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ルＨ
月
2
2
日

出
～

財一
日

㈱
、
1
2
月
1
0

日
水
　

会
場
千

葉

県
女

性
セ

ン

タ
ー

（
柏
市

）
　
内

容

①
1
1月
2
2
日

出
～
2
4

日

㈱
、
県
内

三

十
八

の
女
性

団
体

・

個
人

の
自
主

活
動

発
表

（
ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ

プ
な
ど

）
②

１１一
月
2
3日

聡
午

後

１
時

か

ら
講

演
「
夫

婦

の
絆

が
問

わ

れ

る
時
」

講

師

＝
千

葉

大
学

教
授

・

佐
藤

和

夫

氏

、
映

画
「
女

と
男

の
危

機
」

③
1
2月
1
0
日
水
午

後
１

時
3
0
分

か

ら

講
演
「

バ
ス

が

だ

め
な

ら

飛

行

機

が

あ

る
さ
」
講
師

―
脚

本
家

・
内

館
牧

子
氏

善
兩

無
料

※
②

⑤
は
申

し
込

み

が
必
要

で
す

圃

②
1
0
月
3
1
日
次

②
1
1
1
1

月
1
5日

出
ま

で
に
、電
話

で
千

葉
県
女

性
セ
ン
タ

ー

昔
０

４
７

１

・
4
0
・
8
6
0
2

番

へ

パ

ー
ト

タ

イ

ム

労

働

ガ
イ

ダ

ン

ス
1
1月
７
日
原
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
内
容
パ
ー
ト
で
働
く
人
の

知
っ
て
お
き
た
い
制
度
（
法
律
・
社

会
保
険
な
ど
）
や
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労

働
の
現
状
説
明

窖

貝
先
着
七
十
人

費
拑
無
料

※
悩
み
事
の
個
別
相
談
あ
り

匣
電
話
で
（

ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
職
業

相
談
部
門

登
鏥
・
6
1
0
0

番
へ

マ

イ

カ

ー
の

点

検

教

室

1
1
1
1

月
８
日

出
午

前
1
0
時
3
0分

～
午

後

３
吁

会
場
東

部
ス

ポ
ー

ツ
ぐ
・Ｉ。

ク
　

内
容

学

科
（
自
動

車
の
し

く
み

・
安
全
運

転

の
た
め

の
点
検
整

備

）
、

実

技
（
タ
イ

ヤ
の
取

り
外
し

方

・
日

常

点
検
整

備

）
　
定

員
先
着

四
十
人

杤
甬

無
料
（
昼
食
付

き
）

※
軽
作

業
の
で

き

る
服

装
で

惠

電
話

で
千
葉

県

目
動

車
整

備
振

興

会

松
戸
支

部
青

年
部

登
3
9
2
・
3
3
1

2
番

へ

自

己

開

発

セ

ミ

ナ

ー

「

働

く

若

い

女

性

の

た

め

に

～

ワ

タ

シ

の

力

を
1
0
0％

生

か

す

に

は

」

1
2月
1
3
日

出
～
1
4日

㈲

匸

泊
二

日

〕
　

会
場
千

葉
県
女

性
セ

ン

タ
ー

（
柏

市
）
　
対
象
県
内

在
住

・
在

勤

の

二
十
代

の
女

性

定

員
先
着

三
十

人

善
乕

一
万
円

程

度
（
宿

泊
代
）

圃
肓
一
月
１
日

出
～
3
0
日

㈲
の

問
に
、

電
話

で
千
葉
県

女
性

セ

ン
タ

ー

昔
０

４
７
１

・
4
0
・
8
6
0
2

番

へ

松戸地域職業訓練センター（テク7  21)講座案内

講　座　名 日　　　時 定員／費用

パソコン・ワープロ

入門講座

①11/ 4㈹・　5㈲　午後

②11/25W ・26冰） 午前 各10人

6,000円
Windows95 入門講座

①11/ 6休)・　7窗　午前

②11/17(E)・18㈹　午後

ワープロソフト一太郎

入門講座
11/8圉・15（土）　 土曜 吝10人

10,000円

(8,000 円)エクセル入門講座 11/10㈲･11㈹･12似)午後

ロータス1-2-3.入門講座 11言 言 診 前
10人

15,000円

(10,000円)

※午前こ午前9時30分～午後O時30分､午後=午後1時30分～∠旧寺30

分、土曜=午前10時～午後:3R3Q分

初心者入門講座
11/ 4㈹・5 ㈲　　 午前

10(月)･11固
吝5人

15, 000円

初級講座

※午前=午前9時30分～

11/13W･14 窗　　　 。

20(朴21 廊　　
午後

正午、午後=午後IE持30分～4時

ゆっ＜リ楽し ＜

パソコン講座

(対象65歳以上)

11/27困・28銜

午後1時30 分～4時

5人

ﾜ,000円

お
知
ら
せ

劇

団

員

募

集

説

明

会

1
1月

２

囗

㈲

午

後

７

時

か

ら
　

会

け
い
こ
　
　
　
し
ば
い
や

場

松

戸

市

民

劇

団

稽

古

場

「

劇

舎

」

（
日

暮

一

の

二

の

三

島

本

ビ

ル
四

階

）

対

象

咼
校

生

以

上

（
経

験

不

問

）

※
当

日

都

合

の

悪

い
人

、

応

相

談

惠

電

話

で

松

戸

市

民

劇

団

・
石

上

登

3
8
9・
4
6
4
6

番

へ

1
1日
１
日
は

計
量

記
念

日

暮

ら

し

の

中

の

計

量

に

目

を

向

け

よ

う

鬩

消
費

生
活

課
計
量

係

昔
3
6
6
・

5
1
5
0

番

[亜下記事務所窓口で先首 順に受け付け

圃]地域職業訓練センターO349-3200 番( 小金原1の19 の3)

※費用のうち(　) 内は当会員事業所または当団体会員メンバーの

場合です

ボ ーイ・ガールスカウト団員募集

ボーイスカウト

(幼稚園年長～高校生の男女)

が－ルスカウト

(小学１年～６年生の女児)

団　名 活動方面 連絡先 団　名 活動方面 連絡先

松戸第1[回]
牧の原

常盤平

曽 根田

S388-0088
皿O 団 松戸

中村

昔36∠卜59ﾜ4

第2団 北小金
小川

登34∠ﾚ3436
第24団 上本郷

米原

容36ﾜｰ9016

第4団 五香六実
宮前　 ブ

酋38ﾜｰ85ﾜ3
第26団 小金

久保

昔3∠41-3600

第5団 松戸
坂場

S363-9362 錨 団 常盤平
岡田

0386-6159

第6団 小金原
水野

O342-2015 匹 団 稔台
豊田

Q366-6836!

第ﾜ団
全地域(障害

児対象)

伊藤

容3∠同一9500 匹 団 常盤平
平野

昔36∠1-8449

第8団 八ヶ綺
門真

0346-81ﾜ5
第｢疋)団 新松戸

杉本

登3∠岬刀ﾜﾜﾜ

第9団
矢切

二十世紀が丘

町山

容362^弓印８ 匹 団
全地域(障害

児対象)

伊藤

o341^9500

第10団 馬橋西
松井

登3訓 声磐 旦 圖 松戸市 スカウト連絡協議会

安井S385-9143 番(夜間のみ)
第11団 新松戸

四位

Q345-1438

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

ワ
ト
プ
ロ

ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

パ
ソ
コ
ン
講
座

高
齢
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
講
座



見にいこう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝ 松戸市の市外局番は047 番です。

期　日 内　　容( ☆印は有料) 開演時間 問い合わせ先

大

ホ

｜

ル

10/260日)松戸市合唱祭 11 :00 福井博之　　　　 昔3引 一ﾜ6ﾜ1 番

11/2(1日)
森のホール21　ピアノ十アンサンブ

ルフェスティバル
13:00

財松戸市文化振興財団

登384-5050 番

9(日)叙情歌ミュージカル絆199ﾜ 秋　☆ 1ﾜ:00 牛ヨード一東京Q03 ―3498 ―9999番

11 因 北島三郎コンサート　☆
14:00

18 : 30

ペルワールドミュージツク

Q03-3222-ﾜ801 番

14 銜
第8回女性問題全国都市会議

まっど女性のっとい'9ﾜ
13 : 00

女性センターゆうまつど

登364-8ﾜﾜ8 番

16 ⑧ 常磐ブロック実践倫理講演会 10 : 30荻田茂子　　　　　登368-52 副 番

20 困 藤あや子コンサート9ﾜ　 ☆
14 : 30

18 : 30
P.G. 企画　 容03-3585-45ﾜ1 番

22 圉
劇団天童公演「ピーターパンとウェ

ンディー」 ☆
14 : 00

斜手公戸市文化振興財団

O384-5050 番

小

ホ

｜

ル

10/260日)
シリーズ「森のリサイタル」

漆原朝子バイオリンリサイタル ☆
14 : 00

(蜥 公戸市文化振興財団

Q384-5050 番

30(*) ゲルーポ・アイマラコンサート　☆ 18:30 労音東葛センター　S365-9911 番

11/1 圉 ピアノ発表会 13:30 藤原紀代　　　　　o365 一9465 番

2(日)松戸市文化祭日本古典舞踊公演 10:30 小沼幸夫　　　　　登368-9583 番

9(Eﾖ)第2ﾜ回松戸民謡協会民謡・民舞大会 10:30 松戸民謡協会事務局容388-1321 番

13 困 野村万作狂言の会　☆ 18:30 労音東葛センター　Q365-9911 番

15 倒

第8回女性問題全国都市会議シンポ
ジウム｢ともに創る新しいパートナ

ーシップをめざして｣

9:10
女性センターゆうまつど

S364-8ﾜﾜ8 番

16(日)ピアノ発表会 13 : 00小川恵理　O03-365 ワー3424 番

16日 12人のチェロの仲間たち 19 : 00北野邦孝　　　　 登344-3322 番
W 　 　 ＝

2 2 出

みんなのコン サート(ピアノ発表会) 12 二15 鈴木紀子　　　　　昔34ワー1808 番

23 竕
三曲大演奏会( 筝・三弦・尺八によ

る邦楽合奏)
10:30 篠塚璋山　　　　　Q388-ﾜ389 番

一 一一一　一 一一

25( 火) 無農薬野菜松戸フ ォーラム'9ﾜ 1∠に00
松戸市無農薬栽培研究会事務局

公3印 一引 引 番

文化ホールギャラリー

期　間 内　　容 問い合わせ先

10/26(1日)まで

版画｢羽田信彌の世界パートＬ 展 羽田　　　　　　　　　O388-0632 番

あすなろ会洋画展 あすなろ 会　　　　　　O343-0128 番

丙辰書展 松戸市書道連盟　　　　55362-4261 番

10/3CX*}～11/30R 松戸市文化祭 教育委員会社会教育課　o366 ―ﾜ462 番

11/ 4 ㈹～9(日)

金曜デッサン会作品展 金曜デッサン会　　　S345-2811 番

松戸女性洋画教室作品展 松戸女性洋画教室　　　 登364-1645 番

松戸クロッキーの会作品展 松戸クロッキーの会　　Q365-1442 番

11 ㈹～16(日) 丹青会展 丹青会　　　　　　　　Q362-5491 番

12 團～16(日) 松戸書道教育連盟展 松戸書道教育連盟　　　Q362-2982 番

18 伏)～23㈲
麦の会洋画展 麦の会　　　　　　　　 昔34ﾜｰﾜ030 番

'9ﾜ 松 戸 あ ひ る 会 絵 画 展 松戸あひる会　　　　　S385-ﾜ233 番

2m ～30(日)

創美会展 創美会　　　　　　　　 公3∠凵-5253 番

凛(リん)の会洋画展 凛の会　　　　　　　　O388-0481 番

グループ樹展 グループ樹　　　　　　0344-5850 番

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

期　　　　間 内　　　　容

10/25ft卜11/24㈱ 松戸市所蔵美術品展（１面参照）

入館時間…午前9時30 分～午後4時30分(月曜日は休館､ただし11/30R ・24㈱は開館､11/4㈹は休館)

入館料…大人60円､高大学生40円､小中学生20円(第2・4土曜日は､小中学生の観覧は無料です)

救 急 医 療 体 制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………S366-0010 番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

◆夜間急病診療所…Q368-3756 番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
………0365-3430 番

衛生会館内･午後8時～11時

21世紀の森と広場パークセンター

期　　　間 内　　　　　　容

展
－示

11/ 2(日卜11W 「菊花展」千松菊花会

11/14c-､,24 ㈱ 「写真展一白然の美－」ファミリーフォトグルッペ

ウ
オ
ッ
チ
ン
ゲ

11/ 3 竕　午後2 時～3 時 季節の見どころ 歩き　講師…パークセンター職員

11/22 圉 午前10 時～11 時30分 バードウォッチング　講師…自然解説員・首藤美恵子氏

11/23 竕　午前10 時～11時30 分 昆虫ウォッチング　講師…自然解説員・前園泰徳氏

圉当日パークセンターで　定員先着25人　費用無料　※雨天中止

相

談

毎週水･ 土・日曜日と祝日　午前10

時～正午 午後1 時～3 時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談（電話でも

受け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時30分（11月から午後4時まで）※月曜日は休館

期　日 内　　容( ☆印は有料) 開演時間 問い合わせ先

10/25 £±}劇団飛行船ミュージカル「ピノツ半オ」☆ 13 二00 劇団飛行船　2503-5489-0341 番

26(日)松戸市文化祭　民謡民舞大会 9:30

教育委員会社会教育課

Q366-ﾜ462 番

10/28W ～
11/300

松戸市文化祭　菊花展 ９二00

10/31R ～
11/3ftR

松戸市文化祭　洋蘭展 9:00

11/ 3 吩 松戸市文化祭　民踊愛好会民踊大会 9:30

9㈲）松戸市文化祭　吟詠の集い 9:30

12 困 清水アキラ第3回錦秋特別公演☆1∠1:40 ・ 18 : 30東京音協　　O03 ―3201-8116 番

16(日)英寿乃会舞踊発表会 11:00 英寿乃会　　　　　Q349-315ﾜ 番

23 竕 松戸市文化祭　日本舞踊大会 10:00 教育委員会社会教育課登366-ﾜ462 番

※月曜日は休館

期　日　　　　 内　　 容（☆印は有料）　　　 開演時間 問 い 合 わせ 先

10/25R ピアノ発表会 12 : 30 鈴木美和　　　　昔3ﾜ6-1359 番

26(日)松戸市文ｲ溯上史研究会 13:001 秋本勝造　　　　B361-2411 番

29 ㈲ 唄の発表会 9:30 小茂田宣子　　　公38ワー46ﾜ4 番

11/ 2(日)フルート・ピアノコンサート 13 : 00:崎谷美智恵　　　登344-6ﾜ92 番

3竕 松戸市文化祭奇術発表会 13 : 00 岩田やすし　　　S362-2ﾜ15 番

7窗
社会福祉法人竹友会映画会

18 二30 古田玲子　　　　容386-0213 番

9(日)松戸ギタークラブ演奏会 18 : 30 平井富子　　　　 登388-5328 番

12 團 チャリティー講演会　☆ 18 二30 吉葉敬輔　　　　登365-6945 番

13 ㈲ 松戸商工会議所青年部11月例会 18 : 00 松戸商工会謝听　登364-3111 番

14 窗 ジャズダンスの発表会 m:30 橘恵美　　Q03-3628-8930 番

15 圉 ピ アノ発表会 13:00 新川友子　　　　c364-5955 番

20(ﾎ) カラオケコンテスト 18:00 冨永＜に子　　　Q341-3623 番

21 窗 池本和憲テノールリサイタル ☆ 18 : 30 池本博　　　　　Q349-088ﾜ 番

22 倒 クラシックバレエ発表会 16 : 00 瀬下真美　　　　昔3ﾜ2-2208 番

23 竕 第４回松戸川柳大会 12 : 00 米島暁子　　　　Q344-5916 番

※月曜日は休館

期間 10/30W まで 10/31R ～11/13(*) 11/14R ～27 ㈲

東
緑樹会10 号展

[暦渡部昔38ワー8055 番

日本画サークルふきのとう
第四回展

圃松井Q386-5353 番

ニットサークル「彩」
グループ展

麿金子Q363-0ﾜ80 番

西
パステル洋画会グループ展

[暦斉藤0344-24ﾜ1 番

松戸ボタニカル・アート

植物細密画展
[鬩川端O343-8409 番

墨絵リんどう の会作品展

開]和田Q362-0934 番

博物館の展示案内は6面に掲載しています

お気軽にご相談ください　11月の相談あんない

戸定歴史館

市民劇場

市民会館

森のホール2

1

松戸駅市民ギャラリー

相談名 期　　日 時　　間 会　場

市

民

相

談

室

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

市民相談室

国
民
年
金
課
適
用
係

消費生活センター

北松戸保育所

住宅課

商工観光

課労政係

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

育 児相談

交通事故
市政･一般

法律相談☆

税務相談
登記相談

行政相談

住宅相談
外国人相談

健ﾘﾌｫｰﾑ

労働相談

相談名 期　　日 時　 間
会場

干
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会

福
祉
協
議
会

女性 センター

女性 センター

教育研究所

少年センター

人権相談

心

配

ご

と

相

談

ゆう まつ ど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働 相 談

就 学 相談 ’

教育相談

青少年相談
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